
不
易
流
行（
ふ
え
き
り
ゅ
う
こ
う
）
彦
根
商
工
会
議
所
通
信　

Ｎ
Ｏ
・
７
２
９　

２
０
１
５
年
８
月
１
日
発
行　

編
集
・
発
行　

彦
根
商
工
会
議
所　

彦
根
市
中
央
町
三
ー
八　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
４
９
ー
２
２
ー
４
５
５
１

不易
流行
ふえき りゅうこう

NO.729 monthly
彦根商工会議所通信

2015年８月1日発行（毎月1日発行）8 12015

彦根商工会議所
Hikone Chamber of commerce & industry.

www.h i kone -cc i . o r . j p

特集 国際化施策の新たなデザイン

contents
写真:彦根写真連盟会長  中村 一雄氏光降る

４
５
５
１



1 彦根商工会議所通信

　
現
在
、彦
根
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
都

市
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
確
認
の
た
め

に
再
検
討
す
る
。そ
の
課
題
と
は
、「
少
子

高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
」、「
大
都
市
へ
の

集
中
化
に
よ
る
地
方
経
済
の
停
滞
」の
二

つ
で
あ
る
。

　
国
は
こ
れ
ら
の
解
決
策
と
し
て「
地
方

創
生
」を
掲
げ
、新
た
な
政
策
と
し
て
打

ち
出
し
て
い
る
。約
１
８
０
０
近
い
地
方

自
治
体
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
個
性
を
活

か
し
た
提
言
と
し
て
、国
へ
の
提
出
準
備

を
進
め
て
い
る
。お
そ
ら
く
そ
の
多
く
は

経
済
・
教
育
文
化
・
医
療
福
祉
・
都
市
交

通
・
防
災
安
全
な
ど
多
く
の
部
門
政
策
を

網
羅
し
た
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。　

　
「
魅
力
あ
る
都
市
」を
志
向
す
る
と
、全

て
が
必
要
な
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。し

か
し
、こ
れ
が
企
業
の
事
業
計
画
な
ら
ば

「
選
択
と
集
中
」、つ
ま
り
優
先
順
位
を
明

確
に
し
た
方
向
性
を
打
ち
出
す
こ
と
が

一
般
的
で
あ
る
。

　
経
済
団
体
で
あ
る
商
工
会
議
所
と
し

て
、「
二
つ
の
課
題
」へ
の
対
応
策
は
継
続

的
な
雇
用
の
拡
大
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

　
仕
事
を
増
や
す
こ
と
は
賃
金
の
上
昇

に
な
り
、経
営
サ
イ
ド
に
は
歓
迎
さ
れ
な

い
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、長
年
続
い
た

デ
フ
レ
社
会
で
は
成
長
が
望
め
な
い
現

実
を
経
験
を
し
て
き
た
。人
口
減
解
消
や

経
済
拡
大
を
進
め
る
に
は
、商
品
や
サ
ー

ビ
ス
で
付
加
価
値
を
生
み
出
し
、雇
用
を

拡
大
さ
せ
る
の
が
地
方
都
市
で
は
最
適

だ
と
考
え
る（
＊
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
付

加
価
値
を
生
み
出
す
と
は
、差
別
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
創
る
こ
と
で
、

粗
利
は
高
く
な
る
の
が
通
常
＊
雇
用
が

増
大
す
る
と
給
与
が
上
昇
し
消
費
が
拡

大
す
る
）。

　
こ
れ
ら
の
実
現
は
、圏
域
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

増
加
し
、多
く
の
事
業
所
の
成
長
が
期
待

で
き
る
。

　
伝
統
的
な
方
法
論
は
工
場
誘
致
が
主

流
だ
っ
た
。し
か
し
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す

る
海
外
へ
の
生
産
拠
点
移
転
に
よ
っ
て
、

企
業
城
下
町
の
受
け
た
大
打
撃
は
記
憶

に
新
し
い
。現
在
、国
内
回
帰
へ
の
シ
フ

ト
が
始
ま
っ
て
る
が
大
き
な
期
待
は
望

め
そ
う
に
な
い
。
ま
た
工
場
内
で
の
ロ

ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
省
力
化
が
進
ん
で
い
る
。

工
場
の
新
設
に
よ
る
雇
用
増
大
も
、か
つ

て
ほ
ど
の
期
待
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、サ
ー
ビ
ス

業
を
軸
と
す
る「
集
客
観
光
産
業
」で
あ

る
。従
来
型
の
宿
泊
・
飲
食
、物
産
販
売
、

旅
客
運
輸
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
広
義
で

の
産
業
で
あ
る
。街
並
み
整
備
や
土
産
物

品
開
発
で
の
開
発
投
資
を
考
え
る
と
、建

設
土
木
・
不
動
産
、金
融
保
険
、情
報
関
連
、

工
業
・
農
業
な
ど
も
含
ま
れ
て
く
る
。観

光
に
よ
る
集
客
だ
け
で
な
く
、経
常
的
な

交
流
人
口
の
増
大
、継
続
的
な
雇
用
拡
大

に
繋
が
り
、大
き
な
産
業
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
昨
年
、「
彦
根
ブ
ラ
ン
ド
開
発
委
員
会
」

で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
開
発
に
取
り
組
み
、「
歴

史
を
愉
し
む
城
下
町
、彦
根
」と
い
う
基
本

テ
ー
マ
を
採
択
し
た
。彦
根
の
持
つ
優
位

性
と
し
て
歴
史
遺
産
、伝
統
文
化
、自
然
、

ア
ク
セ
ス
な
ど
を
挙
げ
、上
質
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、全
国
・
世

界
へ
発
信
し
よ
う
と
い
う
挑
戦
的
な
計
画

で
あ
る
。

　
彦
根
の
都
市
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
定
め
た
の
が「
プ
レ
ミ
ア

ム
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。こ
れ
は

唯
一
無
二
、独
自
性
、高
品
質
な
ど
と
言

い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。大
都
市
よ
り

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
小
さ
な
地
方
都
市
で
は
、

量
の
拡
大
は
限
界
が
あ
る
。む
し
ろ
差
別

化
さ
れ
た
上
質
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に

特
化
す
る
こ
と
で
、継
続
的
な
成
長
が
期

待
で
き
る
。

栄養たっぷりのアボカドを、「ビーフ」「えび」「ベジタ
ブルチキン」とともにサンド夏バテが気になる、真夏
の時期に嬉しい期間限定メニュー！「アボカドバー
ガー」3種登場！！
8月４日（火）から期間限定販売

NEW

（株）ユーコー

アボカドバーガー

店内見学会

雇
用
の
拡
大

ど
の
業
態
・
業
種
で
雇
用
を

増
や
せ
る
か
！

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ（Branding
）

プ
レ
ミ
ア
ム（Prem

ium

）

二
つ
の
課
題

「近江インバウンド推進協議会」へのアプローチ
彦根商工会議所会頭  小出英樹

▶大洞弁財天
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▶2015年７月14日（火）「インバウンド先進地視察」（高山市）

Trends in HCCI
Trends in HCCI

彦
根
商
工
会
議
所
の
動
向

Trends in HCCI

　
集
客
観
光
産
業
を
地
域
経
済
の
核
に
す

る
た
め
に
は
、来
訪
者
の
圏
域
内
に
お
け

る
消
費
額
を
い
か
に
増
加
さ
せ
る
か
が
重

要
と
な
る
。

　
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、宿
泊
客
を
中

心
と
し
た
仕
組
み
の
構
築
で
あ
る
。そ
れ

を
実
現
す
る
に
は
彦
根
市
だ
け
で
な
く
、

歴
史
や
文
化
が
同
じ
イ
メ
ー
ジ
の
近
隣
地

域
と
の
連
携
が
効
果
を
生
む
。さ
ら
に
会

議
所
な
ど
の
団
体
と
企
業
と
同
じ
志
で
協

力
体
制
を
創
る「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」で

の
運
営
体
制
づ
く
り
が
成
功
へ
と
繋
が
る
。

い
わ
ば「
地
域
都
市
連
携
」を
基
礎
に
、国
・

県
・
市
と
も
情
報
交
換
し
な
が
ら
構
築
す

る
経
済
活
性
化
策
で
あ
る
。

　
今
回
の
試
み
は
、彦
根
・
近
江
八
幡
商

工
会
議
所
と
多
賀
町
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・

愛
荘
町
・
稲
枝
・
安
土
の
商
工
会
、さ
ら
に

多
く
の
関
連
企
業
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
創
り
、集
客
産
業
推
進
を
目
的
と
す
る
。

　
商
工
会
議
所
は
集
客
観
光
産
業
に
関
し

て
、知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
十
分
で
は
な
い

が
、多
く
の
業
種
の
事
業
所
が
ア
イ
デ
ア

を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、新
た
な
展
開
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。日

本
政
府
観
光
局（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）の
協
力
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
た
起
業
家
育
成

に
よ
る
産
業
創
造
に
繋
げ
た
い
。

　
以
前
か
ら
国
、県
、市
の
構
造
改
革
の
議

論
で
、民
間
の
活
用
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ

て
き
た
。し
か
し
、今
回
の
組
織
は
民
間

の
み
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
。

　
明
治
35
年
に
設
立
さ
れ
た「
湖
東
保
勝

会
」は
湖
東
地
域
の
景
勝
地
を
保
存
し
、内

外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
た
。会
長
の
石
黒
務
、大
東
義

徹
、西
村
捨
三
、日
下
部
東
作（
鳴
鶴
）、広
野

織
蔵
な
ど
の
旧
彦
根
藩
士
と
実
業
家
が
会

員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
。こ
の
湖
東

保
勝
会
に
よ
り
、彦
根
城
と
天
守
ま
で
の
通

路
が
整
備
さ
れ
地
域
観
光
の
第
一
歩
が
始

ま
っ
た（
参
考
：
彦
根
市
史
第
三
巻
近
代
）。

　
民
間
か
ら
動
き
始
め
、行
政
の
サ
ポ
ー
ト

を
依
頼
し
て
ゆ
く
の
も
、古
く
て
新
し
い
手

法
か
も
し
れ
な
い
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（Platform

）

近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

推
進
協
議
会

民
間
活
力
に
つ
い
て

昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

延べ宿泊者数全体に占める
外国人延べ宿泊者数の割合（平成26年1～12月）

単位：万人泊

外国人比率
県　別

福井県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県
中部管内計
昇龍道９県計
全　国

※観光庁「宿泊旅行統計調査」による。※従業者数10人未満の施設を含む。
※端数処理の関係で合計値及び割合が異なることがある。

① 全宿泊者数 ② 外国人宿泊者数
平成25年 平成26年 平成25年 平成26年 平成25年 平成26年

46,589
8,974
5,456

325

969

604
2,092
1,465

47,350
8,866
5,510

379

879

610
2,102
1,540

3,350
342
229

3

13

42
56
115

4,483
447
308

3

18

60
79
149

7.2％ 9.5％
3.8％ 5.0％
4.2％ 5.6％

0.9％ 0.8％

1.4％ 2.0％

6.9％ 9.7％
2.7％ 3.7％
7.8％ 9.7％

福井県 静岡県岐阜県 愛知県 三重県 中部管内 昇龍道９県

福井県 静岡県岐阜県 愛知県 三重県 中部管内 昇龍道９県
※観光庁「宿泊旅行統計調査」平成26年確定値による。※従業者数10人未満の施設を含む。

平成26年  延べ宿泊者数・外国人延べ宿泊者数（確定値）

延べ宿泊者数（県別）

外国人延べ宿泊者数（県別）

延べ宿泊者数（管内・昇龍道）

外国人延べ宿泊者数（管内・昇龍道）

　
２
０
１
５
年
７
月
14
日（
火
）、「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
先
進
地
視
察
」が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
近
江
八
幡
商
工
会
議
所
か
ら

副
会
頭
尾
賀
康
裕
氏
、専
務
理
事
立
岡
功

次
氏
、彦
根
市
か
ら
企
画
振
興
部
企
画
課

副
主
幹
牧
田
歩
氏
、産
業
部
地
域
経
済
振

興
課
課
長
補
佐
成
田
卓
巳
氏
、湖
東
三
山

観
光
振
興
連
絡
会
会
長
上
川
悟
史
氏
、滋

賀
中
央
信
用
金
庫
営
業
推
進
部
副
部
長

矢
田
全
利
氏
、西
日
本
電
信
電
話（
株
）滋

賀
支
店
ビ
ジ
ネ
ス
営
業
部
門
長
前
田
典

生
氏
、彦
根
商
工
会
議
所
か
ら
小
出
英
樹

会
頭
、木
村
泰
造
副
会
頭
、志
賀
谷
光
弘

専
務
理
事
他
８
名
が
参
加
。目
的
地
は
高

山
市
で
あ
る
。

　
高
山
市
の
海
外
戦
略
に
つ
い
て
は
、不

易
流
行
６
月
・
７
月
と
２
回
連
続
で
特
集

を
組
ん
だ
。今
回
、日
帰
り
の
強
行
で
は

あ
っ
た
が
密
度
の
濃
い
視
察
で
あ
っ
た
。

　
改
め
て
特
筆
す
べ
き
は
二
つ
。「
昇
龍
道

（
ド
ラ
ゴ
ン
ル
ー
ト
）」と
高
山
市
の「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
力
と
実
行
力
」で
あ
る
。

　　
「
昇
龍
道
」は
、中
部
国
際
空
港
と
小

松
・
富
山
空
港
を
結
ぶ
愛
知
・
岐
阜
・
富

山
・
石
川
の
４
県
域
に
わ
た
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
ル
ー
ト
だ
。能
登
半
島
の
形
を

龍
の
頭
に
見
立
て
、こ
の
地
域
が
神
秘
的

な
昇
り
龍
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、

ド
ラ
ゴ
ン
ル
ー
ト「
昇
龍
道
」と
名
付
け

ら
れ
た
。高
山
市
は
ド
ラ
ゴ
ン
の
心
臓
部

に
位
置
し
、「
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
協
議
会
」を
核
に
、中
国
・
台
湾
・
香
港

の
中
華
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、知
名
度

向
上
と
実
誘
客
活
動
、日
本
国
内
で
の
知

名
度
向
上
と
ル
ー
ト
圏
域
へ
の
誘
客
活

動
に
尽
力
し
て
い
る
。

　
「
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議

会
」は
、中
部
北
陸
９
県（
愛
知
県
、静
岡

県
、岐
阜
県
、三
重
県
、福
井
県
、石
川
県
、

富
山
県
、長
野
県
、滋
賀
県
）の
自
治
体
、

観
光
関
係
団
体
、観
光
事
業
者
等
が
構
成

団
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
観
光
ル
ー
ト
は
、明
確
な
５
つ
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
も
ち
、ア
ジ
ア
地
域
だ
け
で
な

く
、国
内
に
お
い
て
も
浸
透
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。５
つ
の
コ
ン

セ
プ
ト
ル
ー
ト
は
、「
幸
」縁
起
街
道
、

「
優
」昇
龍
古
道
、「
健
」豊
潤
街
道
、「
贅
」

秀
麗
街
道
、「
楽
」遊
楽
街
道
で
あ
る
。

　
協
議
会
の
事
業
を
抜
粋
し
記
し
て
お
く

こ
と
に
す
る
。

「
中
国
・
台
湾
・
香
港
の
中
華
圏
へ
の
知

名
度
向
上
と
実
誘
客
活
動
」

● 

現
地
で
の
営
業
活
動
事
業…

…

協
議
会

メ
ン
バ
ー
が
訪
中
し
、現
地
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
・
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
に
直
接
営
業
を
行

う
。

● 

現
地
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
マ
ス
コ
ミ
関
係

者
の
招
聘
事
業…

…

商
品
造
成
に
前
向

き
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
及
び
ル
ー
ト
の
魅

力
を
発
信
で
き
る
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
を

招
聘
し
、中
間
富
裕
層
団
体
向
け
の
商
品

造
成
を
促
す
。

「
日
本
国
内
で
の
知
名
度
向
上
と
ル
ー
ト

圏
域
へ
の
誘
客
活
動
」

● 

関
係
機
関
へ
の
周
知
活
動
事
業…

…

J
R
、N
E
X
C
O
、A
N
A
等
の
交
通

事
業
者
、愛
知
・
岐
阜
・
富
山
・
石
川
の
各

関
係
自
治
体
等
と
の
連
携
を
図
り
、「
昇

龍
道（
ド
ラ
ゴ
ン
ル
ー
ト
）」の
認
知
度

ア
ッ
プ
を
図
る
。

「
広
報
活
動
」

● 

中
国
簡
体
字
・
英
語
・
日
本
語
の
ト
リ

特集

特集

国
際
化
施
策
の
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
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富山富山富山富山富山富山富山富山富山富山富山富山富山

金沢金沢

福井

Ｂ
Ｐ
Ｐ

新
た
な
デ
ザ
イ
ン

湖
東
エ
リ
ア

観
光
推
進
計
画

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
と

 

実
行
力

プ
ル
表
記
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

● 
ポ
ス
タ
ー
の
作
成…

…

国
内
外
の
認
知

度
向
上
を
図
る
た
め
に
作
成
し
、関
係
各

方
面
に
配
布
。

● 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

● 

紹
介
D
V
D
の
更
新

　
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
２
０
２
０

年（
平
成
32
年
）東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
の
追
い
風
を
好
機
と
捉
え
、平
成
24
年

時
点
の
倍
増
、外
国
人
宿
泊
客
数
４
０
０

万
人
を
目
指
す
」と
い
う
目
標
設
定
が
成

さ
れ
て
い
た
が
、平
成
26
年
の
外
国
人
宿
泊

客
数（
確
定
値
）は
平
成
25
年
よ
り
１
０
５

万
人
増
の
４
４
７
万
人
と
な
り
当
初
の

目
標
を
既
に
達
成
し
て
い
る
。驚
異
的
な

ス
ピ
ー
ド
で
あ
り
、「
昇
龍
道
」は
東
海
道

を
基
調
と
し
た
東
京
、大
阪
、京
都
な
ど

を
訪
問
先
と
す
る「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー

ト
」に
次
ぐ
日
本
の
誇
る
大
型
ル
ー
ト
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　　
高
山
市
は
昭
和
61
年（
１
９
８
６
）３

月
、飛
騨
地
域
１
市
19
町
村
が
国
か
ら
国

際
観
光
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を
受
け
て
以

来
、市
内
の
表
示
看
板
を
は
じ
め
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。そ
の
中
で
市

街
地
散
策
マ
ッ
プ
は
11
言
語
12
種
類
に
及

び
、ヘ
ブ
ラ
イ
語
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、杉
原
千
畝（
ち
う
ね
）縁
の
地

で
あ
る
福
井
県
敦
賀
市
と
岐
阜
県
八
百

津
町
を
結
ぶ
ル
ー
ト
上
に
高
山
市
が
位

置
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　
杉
原
千
畝
は
、第
二
次
世
界
大
戦
中
の

リ
ト
ア
ニ
ア
で
、ナ
チ
ス
の
迫
害
を
逃
れ

て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
、日
本
政
府

の
命
令
に
背
い
て
日
本
通
過
ビ
ザ
を
発
給

し
、約
６
０
０
０
人
も
の
命
を
救
っ
た
と

さ
れ
る
外
交
官
で
あ
る
。岐
阜
県
八
百
津

町
は
杉
原
千
畝
の
生
誕
地
で
あ
り
、敦
賀

港
は
、昭
和
15
年（
１
９
４
０
）に
、千
畝

が
発
給
し
た
ビ
ザ
を
持
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人

難
民
が
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
上
陸
し
た
日

本
で
唯
一
の
港
な
の
だ
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
高
山
市
へ
の
旅
行

者
の
急
増
に
気
づ
い
た
の
は
、高
山
市
ブ

ラ
ン
ド
・
海
外
戦
略
部
の
職
員
だ
っ
た
。

平
成
25
年
の
１
年
間
に
約
２
８
０
０
人

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、平
成
26
年
は
約

５
６
０
０
人
と
倍
増
し
、訪
日
イ
ス
ラ
エ

ル
人
旅
行
者
の
約
75
％
が
高
山
市
を
訪

れ
て
い
る
。

　
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
散
策
マ
ッ
プ
作
成
は
、

一
見
、訪
日
イ
ス
ラ
エ
ル
人
旅
行
者
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
よ
う
に
見
え
る
が
、実

は
、北
米
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
、政
治
な
ど
に

影
響
力
を
持
つ
ユ
ダ
ヤ
社
会
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
誘
客
を
図
っ
て
ゆ
く
た
め
の

最
初
の
取
り
組
み
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、高
山
市
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、

登
録
を
す
れ
ば
７
日
間
無
料
でW

i-Fi

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。但
し
、利

用
に
はe-m

ail

ア
ド
レ
ス
の
登
録
と
共

に
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
の
８
月
か
ら
始
ま
っ
た
サ
ー
ビ
ス

だ
が
、月
平
均
７
０
０
〜
８
０
０
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
登
録
さ
れ
、そ
の
う
ち
、約

半
数
が
帰
国
し
て
か
ら
も
高
山
市
か
ら

の
情
報
提
供
を
望
ん
で
い
る
。

　
無
料W

i-Fi

の
設
置
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

に
よ
る
高
山
市
の
魅
力
発
信
を
促
す
と

共
に
、観
光
及
び
緊
急
情
報
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、安
心
し

て
快
適
に
滞
在
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
目
的
だ
が
、帰
国
後
も
配
信
可
能
な

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、

よ
り
詳
し
い
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
W
i-Fi

登
録
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

用
や
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
略
を
、海
外
戦
略
部

職
員
が
発
案
し
、そ
れ
を
強
化
策
と
し
て

打
ち
出
す
と
い
う
レ
ベ
ル
の
高
さ
は
敬

意
に
値
し
、民
間
企
業
の
海
外
戦
略
で
も

見
習
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

　　
高
山
市
ブ
ラ
ン
ド
・
海
外
戦
略
部
部
長

田
中
明
氏
は「
海
外
の
方
が
高
山
に
だ
け

来
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。高
山
は
通
り
道
な
ん
で
す
。外

国
の
方
に
単
独
で
Ｐ
Ｒ
し
た
と
し
て
も
、

そ
こ
が
何
処
に
あ
る
の
か
、周
辺
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
全
く
判
ら
な
い
の
で
す
。

海
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
は
絶
対
に
広
域
で
の
連

携
が
必
要
で
す
。高
山
は
競
争
す
る
の
で

は
な
く
連
携
す
る
こ
と
で
確
固
た
る
地

位
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
話
す
。

　
実
際
、高
山
市
は「
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」「
北
陸
飛
騨
３
つ
星
街
道
推
進
協

議
会
」「
松
本
・
高
山
・
金
沢
・
白
川
郷
誘

客
協
議
会
」「
飛
越
地
域
海
外
誘
客
協
議

会
」「
飛
騨
地
域
観
光
協
議
会
」な
ど
多
く

の
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
。

　
「
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会
」（
不

易
流
行
６
月
号
参
照
）は
、小
出
英
樹
会

頭
が
今
号
で
記
し
た
よ
う
に「
彦
根
・
近
江

八
幡
商
工
会
議
所
と
多
賀
町
・
豊
郷
町
・

甲
良
町
・
愛
荘
町
・
稲
枝
・
安
土
の
商
工

会
、さ
ら
に
多
く
の
関
連
企
業
で
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム（Platform

）を
創
り
、集

客
産
業
の
推
進
を
目
的
」と
し
て
い
る
。

　
昨
年
、ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開
発
委
員
会

で
推
し
進
め
ら
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

（Branding

）は「
商
工
会
議
所
の
立
場

で
、新
た
な
産
業
振
興
策
、雇
用
、投
資
と

い
う
側
面
か
ら
、そ
し
て
人
口
が
減
少
し
て

い
く
な
か
で
、交
流
人
口
も
含
め
て
の
人
口

増
加
」を
ひ
と
つ
の
目
的
と
し
て
い
た
。

　
湖
東
圏
域
の
集
客
観
光
産
業
も
標
準
仕

様
で
は
な
く
、「
質
」を
高
め
、同
時
に
従
来

に
な
い
発
想
を
加
味
し
、都
市
の「
価
値
」

を
高
め
る
こ
と
で「
憧
れ
」を
喚
起
し
、一
度

は
訪
れ
滞
在
し
、ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、そ

こ
で
暮
ら
し
た
い
と
願
う
プ
レ
ミ
ア
ム

（Prem
ium

）な
圏
域
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、明
確
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
観

光
計
画
を
創
造
し
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力

と
実
行
力
を
兼
ね
備
え
、自
ら
考
え
実
行

し
、施
策
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
組
織
を「
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協

議
会
」に
期
待
し
た
い
。そ
し
て
そ
れ
は
Ｂ

Ｐ
Ｐ（B

ra
n
d
in
g

・P
rem

iu
m

・

Platform

）の
具
現
化
に
他
な
ら
な
い
。

　
　

　
観
光
計
画
は
、お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。

　
「
湖
東
エ
リ
ア
は
、交
通
の
利
便
性
に

恵
ま
れ
京
阪
神
と
中
部
圏
の
ほ
ぼ
中
央
、

好
立
地
に
あ
る
。琵
琶
湖
に
は
鈴
鹿
の
山

並
み
が
迫
り
豊
か
な
自
然
を
有
し
、近
代

に
は
日
本
の
ス
イ
ス
と
呼
ば
れ
た
地
域

で
あ
る
。先
人
よ
り
受
け
継
ぐ
淡
海
の
伝

統
と
文
化
、歴
史
的
建
造
物
や
街
並
、城

跡
や
街
道
な
ど
豊
富
な
観
光
資
源
が
数

多
く
遺
っ
て
い
る
。

　
国
の
施
策
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ

た
観
光
産
業
の
経
済
効
果
は
、直
接
観
光

業
に
留
ま
ら
ず
、小
売
全
般
・
建
設
・
不

動
産
・
金
融
・
も
の
づ
く
り
の
工
業
・
農

業
な
ど
、広
い
裾
野
に
波
及
す
る
。

　
湖
東
エ
リ
ア
と
他
地
域
と
の
差
別
化

を
図
る
た
め
に「
Ｂ
Ｐ
Ｐ（Branding

・

Prem
ium

・Platform

）」を
基
本
戦
略

と
し
な
が
ら
、魅
力
あ
る
湖
東
エ
リ
ア
を

再
構
築
し
、民
間
・
行
政
・
大
学
・
各
団
体
・

金
融
機
関
な
ど
が
協
働
し
、日
本
全
国
、

世
界
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
計
画
を
実

行
し
て
ゆ
く
。そ
の
過
程
で
或
い
は
結
果

と
し
て
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が

生
ま
れ
、圏
域
内
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
向
上
や
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
」。

　
湖
東
エ
リ
ア
の
平
成
25
年
度
訪
日
外

国
人
客
数
は
３
２
１
７
３
人
。日
帰
り
が

２
７
０
５
０
人
、宿
泊
が
５
１
２
３
人
。

目
的
別
で
見
る
と
、「
歴
史
・
文
化
」が
圧

倒
的
に
多
い
。観
光
推
進
計
画
に
は
年
間

入
込
客
数
・
年
間
宿
泊
客
数
・
年
間
観
光

消
費
額
・
合
計
設
備
投
資
額
な
ど
の
明
確

な
数
値
目
標
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、そ
の
数
値
目
標
と
根
拠
は
改
め

て
記
す
こ
と
に
す
る
。

■ 国際観光プロモーション戦略
●ハイエンドなインバウンド観光客を誘致するために、ターゲッ
トとなる都市を選定。
●ＪＮＴＯの情報網を活用し、ターゲットとなる都市に訴求効果
のあるエージェントやブロガーへのアプローチやイベントへの
参加を通して、具体的な誘致活動を展開する。
●エージェント用モデルツアーの企画や参加者へのアンケート・
ヒアリングを通して、湖東エリア観光の研究を行い、ノウハウを
蓄積する。
●先進地域のノウハウを研究し、より効率のいいアクションプラ
ンを実施する。
■ ブランド開発戦略
●プレミアムな湖東エリアのイメージを伝えるために、ウェブサ
イトやパンフレット、PV等のPRツールの多言語化とブランディ
ングを行う。
●物産品、食、まつり、町並みも統一テーマのもとでブランディ
ングし、観光資源のブラッシュアップを図ることで、観光客の満
足度を高める。
●エージェント用モデルツアーで蓄積されたノウハウを活用し、
ツアー商品の開発を行う。
●モデルツアーのアンケートを基に、ブランド産品の質の向上や
妥当な販売額の設定等、エリア内業者への情報提供を行う。
●宿泊者数増加のために夜の観光誘客メニューの開発を行う。
■ 観光投資戦略
●外国人観光客が安心して旅ができるよう案内表示やWi-Fi
整備などのインフラ投資を促す。
●観光施設や宿泊施設を増加させるため、デベロッパーへの誘
致活動を行う。
●空き屋や空き町屋を活用し、日本の文化が感じられる建築物
への投資を促すことで、外国から見て魅力のある観光都市を目
指す。
●公的機関の保有する活用されていない土地や施設を有効活
用する橋渡しを行う。
■ 海外関係機関や近隣都市等との多面的な連携
●広域の魅力を生かすために大都市も含めた近隣都市との連
携体制を構築する。
●ＪＮＴＯの国際観光コネクションを活かして情報収集を行う。
●ＪＮＴＯの海外展開ノウハウを活用し、海外エージェントへの
誘致活動と合わせて、エリア内の産品のプロモーションを行う。

ACTION PLAN IMAGE

約70km

約7
0k
m

約
50
km

海外での認知度が低い 

活かしきれていない地域資源

外国人が目的地にたどりつけない

外国人への訴求力が弱い

人口減少

戦略的なプロモーション

地域資源のブランディング

安心して回遊できる環境の整備

海外関係機関や近隣都市等との
多面的な連携

高まった魅力による交流・定住
人口の拡大

広域地図を見ると、湖東エリアは京都と名古屋のちょうど中間に位置し
ていることがわかり、距離的にも70km程度で十分に観光ルートとして
連携できる範囲内と言えます。空路に関しては、大阪に関西国際空港、大
阪国際空港、名古屋にセントレア（中部国際空港）、県営名古屋空港があり、
鉄道や道路を利用することで、関空着、湖東エリア泊、セントレア発といっ
たルートも容易です。1週間ほどのインバウンド観光ルートとしては、日
本の魅力を存分に味わえるプランが提案できます。
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R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I

通
常
議
員
総
会

　
通
常
議
員
総
会
は
去
る
６
月
24
日
、当
所
に

て
議
員
50
人
、小
出
会
頭
、夏
原
・木
村
・中
川

副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
、中
川
事
務
局
長

ら
が
出
席
、来
賓
に
彦
根
市
産
業
部
か
ら
西
川

部
長
、長
野
地
域
経
済
振
興
課
長
を
お
迎
え
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
会
頭
が
挨
拶
の
あ
と
議
長
に
就
任

し
、議
案
と
し
て（
１
）新
入
会
員
10
件
の
承
認
、

（
２
）常
議
員
と
し
て一圓
外
志
夫
氏（一圓
テ
ク
ノ

ス
㈱
）・木
川
英
樹
氏（
㈱
公
益
社
）を
補
充
選

任
、（
３
）平
成
26
年
度
事
業
報
告
、（
４
）〜（
13
）

平
成
26
年
度一般
会
計
・中
小
企
業
相
談
所
会

計
、役
職
員
退
職
給
与
積
立
金
会
計
、建
物
・Ｉ

Ｔ
保
全
維
持
積
立
金
会
計
、会
館
敷
金（
預
り

金
）会
計
、労
働
保
険
事
務
組
合
会
計
、共
済
事

業
会
計
、タ
ウ
ン
・マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業

会
計
、ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開
発
事
業
会
計
、別
途

積
立
金
会
計
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
専
務
理
事
・

事
務
局
長
か
ら
説
明
の
後
、木
村
監
事
か
ら
監

査
報
告
が
あ
り
、議
長
が
諮
っ
た
と
こ
ろ
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て（
１
）議
員
の
職
務
を
行
う

者
の
変
更
届
、（
２
）化
学
工
業
部
会
長
の
辞
任

並
び
に
選
任
、（
３
）交
通
運
輸
部
会
長
の
辞
任

並
び
に
選
任
、（
４
）理
財
部
会
副
部
会
長
の
辞

任
、（
５
）当
所
経
営
発
達
支
援
事
業
の
計
画
認

定
に
つ
い
て
、（
６
）日
本
貿
易
振
興
会（
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
）滋
賀
県
事
務
所
誘
致
に
つ
い
て
、（
７
）仮

称
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会
の
設
立
概

要
に
つ
い
て
、（
８
）部
会
・委
員
会
等
か
ら
の
報

告
が
あ
り
、閉
会
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局
情

報
経
済
課
長
補
佐
の
佐
々
木
紀
子
氏
を
講
師
に

招
き
、「
Ｃ
Ｐ
Ｓ（
サ
イ
バ
ー
・フ
ィ
ジ
カ
ル・シ
ス

テ
ム
ズ
）に
よ
る
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
の
到
来
を

見
据
え
た
変
革
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
、後

の
懇
親
会
に
大
久
保
市
長
が
駆
け
つ
け
て
い
た

だ
き
、ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成27年6月4日～6月24日　会員数 1,566件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

化学工業
金属工業

㈱柿木花火工業 煙火（エコ花火）製造販売 柿木　博幸 長浜市本庄町388
野村鉄工所 金属加工業 野村　亨嗣 彦根市西沼波町32

café neue

リカーマウンテン  南彦根店

飲食業

酒類・食品・飲料販売

田上　めぐみ 彦根市開出今町1488-49

中原　優 彦根市小泉町866-1

RITO　ki626mi
スルーリーヴス㈲
たにい社労士事務所

美容業
美容矯正、アトマテラピー
社会保険労務士業

小菅　陽子
南條　元江
谷居　智子

彦根市平田町678-14
彦根市栄町1-15-3
彦根市小泉町910-24理財

観光・サービス

The Good　Luck　Store 器・生活雑貨販売 中山　通正

小売商業
小売商業
小売商業
観光・サービス
観光・サービス

アサヒメガネ  彦根店 メガネ・補聴器販売 金森　賢治 彦根市後三条町585-1

彦根市中央町2-30

業
務
革
新
委
員
会

清
水
克
己
委
員
長

6
月
24
日
　
当
所
に
て
開
催

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
ひ
こ
ね
審
査
会

安
澤
大
輔
会
長

7
月
1
日
　
当
所
に
て
開
催

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
幹
事
会

片
岡
哲
司
部
会
長

7
月
8
日
　
伊
勢
幾
に
て
開
催

■
平
成
27
年
度
部
会
活
動

■
部
会
か
ら
の
要
望
事
項

■
そ
の
他
意
見
交
換

金
属
工
業
部
会
所
属
議
員
懇
談
会

清
水
克
己
部
会
長

7
月
8
日
　
伊
勢
幾
に
て
開
催

■
平
成
27
年
度
部
会
活
動

■
部
会
か
ら
の
要
望
事
項

■
そ
の
他
意
見
交
換

集
客
戦
略
推
進
委
員
会

木
村
泰
造
委
員
長

7
月
9
日
　
当
所
に
て
開
催

繊
維
工
業
部
会
研
修
会

森
田
一
夫
部
会
長

7
月
16
日
　
し
る
万
本
店
に
て
開
催

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

▶佐々木紀子氏による講演

商工会議所会館
夏季休館のお知らせ
8月13日（木）から8月16日
（日）まで休館させていただ
きます。
なお、業務は8月17日（月）
午前8時30分より始めさせ
ていただきます。

青年部通信 YEG August.20l5
平
成
27
年
度
３
Ｙ
Ｅ
Ｇ
合
同
例
会

青年部伝言板 ■彦根ばやし総おどり大会　8月8日（土）19時開会　於：銀座・中央各商店街
■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください

■8月8日（土）「彦根ばやし＆ゆかたフェス」参加  ■10月22日（木）・23日（金）全国大会（石川県）  ■11月７日（土）・8（日）いい秋散策
「変身体験」実施　会員の皆様のご参加お願いいたします。　

　
去
る
６
月
26
日（
金
）、北
ビ
ワ
コ
ホ

テ
ル
グ
ラ
ツ
ィ
エ
に
て「
３
Ｙ
Ｅ
Ｇ
合

同
例
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回

は
、例
年
の
３
Ｙ
Ｅ
Ｇ（
長
浜
・
八
日
市
・

彦
根
）に
加
え
、県
内
単
会
の
枠
を
超

え
て
会
員
交
流
を
深
め
る
た
め
、所
縁

の
あ
る
敦
賀
商
工
会
議
所
青
年
部
を

ゲ
ス
ト
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。あ

い
に
く
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、彦
根
か
ら
の
参
加
者
35
名
を
含

む
総
勢
98
名
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、長
浜
商
工

会
議
所
青
年
部
の
堀
田
会
長
よ
り
開
催

地
代
表
挨
拶
、敦
賀
商
工
会
議
所
青
年

部
の
池
田
会
長
の
挨
拶
の
後
、安
齋
会

長
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り
ま
し
た
。

名
刺
交
換
が
行
わ
れ
る
中
で
、特
に
敦

賀
商
工
会
議
所
青
年
部
の
方
々
が
積

極
的
に
交
流
を
図
る
姿
勢
が
印
象
的
で

し
た
。

　
ま
た
歓
談
の
後
半
に
は
風
船
を
用
い

▶彦根市にあるメガソーラー発電所

　㈱橋本建設の創業は昭和46年、山土採取事業から
スタートしました。以来、砂利採取、採石事業や公共下
水道、道路改築、河川改修をはじめとする土木工事業そ
して不動産事業へと次々にフィールドを拡大してきま
した。
　昭和54年に建設資材事業部門を㈱オオミ建設に、
平成13年に不動産事業部門を㈱橋本不動産として分
社化。これまで宅地分譲の開発・販売を橋本不動産、
土砂などの建材をオオミ建設、造成工事を橋本建設が
担うなどグループ各社が協力し、トータルパワーで各
事業に取り組んでまいりました。
　平成24年のＦＩＴ（全量買取制度）施行後には太陽光
発電事業を開始。現在約４Mkw（一般家庭約１２００世
帯分相当）の再生可能エネルギーを創出させていただ
いております。

まいどおおきに青年部事業所紹介

企画委員会　・女性会会報「欅」発行・日帰り研修旅行計画
研修委員会　・月例役員会後に研修講演会計画
　　　　　　・日帰り研修旅行計画・県女連研修会
親睦委員会　・新年会担当・会員の専門知識についての卓話

    ６月26日（金） 大津商工会議所女性会 
　　　　　　　    30周年記念小山明子氏講演
　大島渚氏の看病は17年間でした。彼女を支えたのは夫の
「ありがとう」の言葉だった。「か」一感動・「き」一興味・「く」
一工夫・「け」一健康・「こ」一好奇心を大切に、「人のお役に
たてる事をしたい｡」と話され、夫への愛情の深さ・人は生き
方を変える事が出来ると感じた。

女性会通信   

INFORMATION

　最後の琉球国王・尚泰の孫の尚昌侯爵の長女。大老・
井伊直弼の曾孫・井伊直愛氏(後の彦根市長)と結婚。
彦根で生涯を終えた｡佐佐木信綱のもとで短歌を学び、

『中城さうし』をはじめ多くの作
品を残した。歌人・茶人・いけ花
教授・随筆家と才能豊かで、穏や
かで心優しい人柄の才女。滋賀
県肢体不自由児福祉協会理事長
を努めていた。愛猫家としても
知られる。

HEALING《癒し》
すてきな女性 vol.1

井伊文子さん 
（1917.５.20～2004.11.22）

株式会社 橋本建設　　　  　  橋本 健一

ひと

 問合わせ先　TEL.0749-22-4551 担当　柴田・金時

2015度女性会事業

た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
懇
親
の
盛
況
に

一
役
買
う
な
ど
、運
営
全
体
を
通
じ
て
、

長
浜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
方
々
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。

　
入
会
し
て
日
も
浅
い
私
に
と
り
ま
し

て
、彦
根
以
外
の
メ
ン
バ
ー
と
交
流
す

る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、今
回
の

合
同
例
会
で
は
多
く
の
方
と
情
報
交
換

が
で
き
、大
き
な
刺
激
を
得
ら
れ
ま
し

た
。本
例
会
で
育
ま
れ
た
ご
縁
が
社
業

の
発
展
に
寄
与
し
、ひ
い
て
は
地
域
の

発
展
に
繋
が
る
よ
う
祈
念
す
る
と
共

に
、そ
の
一
員
と
し
て
今
後
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

    

有
限
会
社
西
田
ハ
ウ
ス  

西
田 

善
道
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HIKONE premium seminars 彦根プレミアム塾・すぐに役に立つ実学講座

共催

ビジネスに使える数字セミナー
―ビジネスパーソンの数学的思考―

本セミナーでは、日本唯一の「ビジネスパーソンを数字に強くさせる専門家」
として、企業研修やセミナーを通じて延べ4,000人のビジネスパーソンを指導してきたコン
サルタントをお招きし、ビジネスに必要な数学的思考を3日間で楽しく学んで
いきます。次に挙げる項目にひとつでもチェックがつく方がいれば、まさに数学的思考
がおすすめです。

□ 数字が苦手と自覚しているビジネスパーソン
□ 管理職として部門をマネジメントする立場の方
□ 新規事業開発に携わる可能性のある方
□ いつかは起業したいと思っている方　等

第1回 基本編 10月20日（火）　　
・大切なことは、算数が教えてくれます

・今さら聞けない「損益分岐点分析」

・規模感を素早く捉えるトレーニング

第2回 応用編 10月27日（火）
・高いものを安いと言えるビジネスパーソンに

・今から◯◯◯の通販担当者になってください

第3回 総合演習編 11月10日（火）
・内容は第2回の最後に発表します

開催時間 各講座 15：00～17：00・開催場所 彦根商工会議所４Ｆ 大ホール
受講料 無料・定員 100名（各回）

彦
根
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座
第
１
・
２
・
３
講
を
開
催
！

　
当
所
に
て
、去
る
５
月
20
日「
彦
根
五
山

を
語
れ
！
」６
月
17
日「
佐
和
山
城
と
彦

根
」７
月
22
日「
佐
和
山
城
と
石
田
三
成
」

の
テ
ー
マ
で
、彦
根
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座
の
第

１
・
２
・
３
講
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
谷
口
徹
氏（
滋
賀
県
立
大
学
人
間
文
化

学
部
研
究
員
）に
全
10
講
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
て
い
た
だ
き
、テ
ー
マ
と
内
容
の
魅
力

の
効
果
も
あ
り
、各
回
１
４
０
〜
１
９
０
名

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
１
講
の
冒
頭
に
は
、当
所
小
出
会
頭

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
谷
口
氏
よ
り
、

「
彦
根
五
山
を
語
れ
！
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、

古
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
彦
根
周
辺
地
域

に
残
さ
れ
て
き
た「
荒
神
山
」「
大
堀
山
」

「
雨
壺
山
」「
佐
和
山
」「
彦
根
山
」の
史
跡

に
つ
い
て
、当
時
の
歴
史
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
第
２
講
に
は
、中
井
均
氏（
滋
賀
県
立

大
学
人
間
文
化
学
部
教
授
）を
お
招
き

し
、「
佐
和
山
城
と
彦
根
」の
テ
ー
マ
の
も

と
、佐
和
山
城
の
遺
構
に
つ
い
て
、実
際
に

足
で
稼
い
だ
方
に
し
か
表
現
で
き
な
い
、力

強
く
リ
ア
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
内
容
で
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。後
半
は
、谷
口
氏
か

ら
の
佐
和
山
城
の
見
解
と
肥
田
城
、高
宮

城
、山
崎
山
城
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い

た
後
、お
二
人
の
対
談
が
実
現
し
、白
熱
し

た
議
論
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
３
講
で
は
、長
浜
城
歴
史
博
物
館
よ

り
太
田
浩
司
館
長
を
お
招
き
し
、「
佐
和

山
城
と
石
田
三
成
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、石

田
三
成
の
生
涯
と
業
績
に
つ
い
て
、文
献
に

基
づ
き
な
が
ら
も
三
成
の
当
時
の
気
持
ち

や
人
間
関
係
な
ど
が
わ
か
る
ほ
ど
詳
細
に

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、再
び

谷
口
氏
よ
り
佐
和
山
城
を
め
ぐ
る
時
代
背

景
に
つ
い
て
、歴
史
を
追
っ
て
解
説
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
続
い
て
講
師
お
二
人
の
対
談
で
は「
三

成
か
ら
今
の
私
た
ち
が
学
ぶ
べ
き
も
の
と

は
？
」「
太
閤
検
地
と
い
う
高
度
な
統
制

法
を
三
成
は
な
ぜ
知
っ
て
い
た
か
？
」な
ど

一歩
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
交
わ
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
終
了
し
た
３
講
と
も
、ヒ
ス

ト
リ
ア
塾
へ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
毎
回
増
加

す
る
ほ
ど
、盛
況
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

「
戦
国
武
将
に
学
ぶ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ロ
ア
ー
シ
ッ
プ
」

 

小
野
善
生
氏
セ
ミ
ナ
ー
第
２
講
を
開
催
！

彦根プレミアム塾開講！

　
去
る
６
月
22
日
に
当
所
に
て
、彦
根

プ
レ
ミ
ア
ム
塾「
戦
国
武
将
に
学
ぶ
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ロ
ア
ー
シ
ッ
プ
」の
第

２
講
と
な
る
小
野
善
生
氏（
滋
賀
大
学

経
済
学
部
准
教
授
）に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
所
会
員
事
業

所
を
は
じ
め
と
し
た
総
勢
90
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、戦
国
武
将
の
生
き

様
を
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ォロ
ア
ー
シ
ッ

プ
の
観
点
か
ら
読
み
解
き
、今
日
的
な

意
義
や
実
践
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
小
野
氏
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
さ

れ
、今
回
は「
織
田
信
長
」を
テ
ー
マ
に

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、敢
え
て「
織
田
信
長
は
、

理
想
主
義
的
な
カ
リ
ス
マ
・
リ
ー
ダ
ー

で
は
な
く
、現
実
主
義
的
な
辣
腕
マ
ネ

ジ
ャ
ー
で
あ
っ
た
」と
い
う
大
胆
な
仮
説

を
た
て
ら
れ
、そ
の
仮
説
に
つ
い
て
史
実

を
も
と
に
小
野
流
の
解
釈
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
、講
演
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、

信
長
の
人
事
管
理
に
つ
い
て
考
察
を
深

め
ら
れ
、人
事
管
理
の
要
素
的
分
析
か

ら
信
長
の
性
質
、ま
た
そ
こ
か
ら
学
ぶ
べ

き
現
代
の
我
へ々
の
教
訓
は
、参
加
さ
れ

た
方
に
と
っ
て
も
仕
事
で
使
え
る
有
意

義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

 

柴
山
桂
太
氏
が
語
る
!!

「
今
か
ら
準
備
が
必
要 

２
０
１
７
問
題
を
考
え
る
！
」を
開
催
！

　
去
る
６
月
30
日
に
当
所
に
て
、彦
根

プ
レ
ミ
ア
ム
塾「
今
か
ら
準
備
が
必

要 

２
０
１
７
年
問
題
を
考
え
る
！
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
所
会
員
事
業

所
を
は
じ
め
と
し
た
総
勢
54
名
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、柴
山
桂
太
氏（
京
都
大

学
准
教
授
）が
仮
説
を
た
て
て
い
る

「
２
０
１
７
年
問
題
」に
関
し
て
、こ
れ

ま
で
の
世
界
経
済
の
動
向
や
現
代
の

経
済
の
性
質
の
変
化
、様
々
な
周
辺
環

境
の
不
安
要
素
が
予
兆
と
な
り
、こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
不
況
が

訪
れ
る
こ
と
へ
の
論
調
を
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に「
総
じ
て
皆
さ
ま
の
不
安
を

あ
お
る
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
よ
う
で

は
あ
る
が
、そ
う
で
な
は
な
く
、こ
れ

は
変
革
す
る
こ
と
の
痛
み
で
悲
観
す

べ
き
で
は
な
い
。こ
の
問
題
を
今
か
ら

準
備
し
て
い
け
ば
、必
ず
乗
り
越
え
ら

れ
る
。」と
参
加
者
を
勇
気
づ
け
る
コ

メ
ン
ト
を
残
さ
れ
、盛
況
の
う
ち
に
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

▶講師の柴山桂太氏 ▶講師の小野善生氏

学
生
か
ら
経
営
者
ま
で
、

数
学
が
苦
手
な
あ
な
た
も
大
丈
夫
！

学
生
か
ら
経
営
者
ま
で
、

数
学
が
苦
手
な
あ
な
た
も
大
丈
夫
！

問合せ・申込み：彦根商工会議所　TEL.22-4551

1

・大切なことは、算数が教えてくれます

1

・大切なことは、算数が教えてくれます

・今さら聞けない「損益分岐点分析」

1

・今さら聞けない「損益分岐点分析」

・規模感を素早く捉えるトレーニング

1

・規模感を素早く捉えるトレーニング

・高いものを安いと言えるビジネスパーソンに

1

・高いものを安いと言えるビジネスパーソンに

23日本唯一の「ビジネスパーソンを数字に強くさせる専門家」

23日本唯一の「ビジネスパーソンを数字に強くさせる専門家」
として、企業研修やセミナーを通じて延べ4,000人のビジネスパーソンを指導してきたコン

23として、企業研修やセミナーを通じて延べ4,000人のビジネスパーソンを指導してきたコン
ビジネスに必要な数学的思考

23ビジネスに必要な数学的思考を3

23 を3日間で楽しく学んで23 日間で楽しく学んで次に挙げる項目にひとつでもチェックがつく方がい

23次に挙げる項目にひとつでもチェックがつく方がいれば、まさに数学的思考

23 れば、まさに数学的思考
□ 数字が苦手と自覚しているビジネスパーソン

23

□ 数字が苦手と自覚しているビジネスパーソン
□ 管理職として部門をマネジメントする立場の方

23

□ 管理職として部門をマネジメントする立場の方

・今から◯◯◯の通販担当者になってください

23・今から◯◯◯の通販担当者になってください

（火）

23（火）
開催場所 彦根商工会議所４Ｆ 大ホール

23

開催場所 彦根商工会議所４Ｆ 大ホール

23

ITリテラシー向上支援セミナー

会場  彦根商工会議所 ４階 大ホール／受講料 無料／定員 各100名（先着順）　問合せ・申込み：彦根商工会議所　TEL .22-4551

11.25
15:00～17:00

2015

水 12.09
15:00～17:00

2015

水

YouTube活用に日本一強い菅谷氏が語る！
動画マーケティング

３つの演習で明日から使える超実践セミナー

講師 菅谷 信一氏  （株）アームズ・エディション代表取締役

身近で誰でも扱える動画（YouTube）活用にテーマを絞り、初級者でもわかり
やすい内容で行います。ネット集客の最新トレンド、様々なソーシャルメディ
アの特徴比較等をお聞きするだけでなく、実際にスマートフォン等を使って、
簡単な動画撮影の演習も交えて、明日から使える実践形式で行います。

少ない費用で比較的簡単に取り組める業務効率向上や営業力強化を目
的に、iPadやiPhoneを用いた具体的な活用方法を学びます。また話
題の最新パーソナルロボットPepper等の最新情報も学びます。

スマートデバイスの最新導入例と
パーソナルロボットPepperの全貌

日本でソフトバンク孫正義氏と２人だけの

エヴァンジェリストが語る!!

講師 中山 五輪男氏 ソフトバンクモバイル（株）・主席エヴァンジェリスト

▶谷口氏による特別展示の解説

BMコンサルティング(株)代表取締役／ビジネス数
学コンサルタント／多摩大学経営情報学部講師／理
学修士（数学）
「数字に強い人財を育てる・数字に強い組織に変える」
をミッションに、ビジネス数学という教育テーマを提
唱する人材育成コンサルタント。この分野の第一人者
として圧倒的な存在であり、新聞や雑誌などメディア
からの取材も多数。日本数学検定協会主催「ビジネス
数学検定」１級(AAA)は日本最上位。著作の一部は中
国・台湾・韓国などでも翻訳され多くのビジネスパー
ソンに読まれている。著書に、『「仕事」に使える数学』
（ダイヤモンド社）・『こまったら、“数学的”に考えよ
う。』（すばる舎）他多数

講師 深沢 真太郎氏
プロフィール

＊3回すべてにご参加ください。 ＊講座内容は一部変更になることもございます。

予告編
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平
成
28
年
１
月
か
ら「
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
」（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。行
政
だ
け
で
な
く
民
間
企
業

も
従
業
員
な
ど
の
番
号
を
取
り
扱
う
た
め
、

民
間
企
業
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
へ
の
対
応
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
誌
で
は
、こ
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要
と
企
業
の
対

応
策
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は
、住
民
票
を
持

つ
者
全
員
に「
個
人
番
号
」（
法
人
に
は「
法

人
番
号
」）を
付
し
て
、行
政
手
続
な
ど
で

利
用
す
る
制
度
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
、行

政
機
関
が
保
有
す
る
社
会
保
障
と
税
の
情

報
が
一
つ
の
番
号
で
管
理
で
き
る
よ
う
に

な
り
、社
会
保
障
の
不
正
受
給
の
防
止
や
、

正
確
な
所
得
把
握
な
ど
が
可
能
に
な
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始
に
伴
い
、平
成

28
年
１
月
以
降
、社
会
保
障
関
係
の
書
類
や

税
務
関
係
の
書
類
に
、順
次
個
人
番
号
・
法

人
番
号
を
記
載
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

　
従
っ
て
、民
間
企
業
で
、①
従
業
員
・
扶  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要
と
民
間
企
業
の
対
応
策

養
親
族
、株
主
、取

引
先（
支
払
調
書

を
提
出
す
る
取
引

先
の
み
）な
ど
か

ら
個
人
番
号
・
法

人
番
号
を
収
集
し

た
上
で
、②
こ
れ
を

保
管
し
、③
健
康
保

険
組
合
・
年
金
事

務
所・ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
に
提
出
す

る
社
会
保
険
関
係

の
書
類
に
従
業
員

な
ど
の
個
人
番
号

を
記
載
し
た
り
、税

務
署
や
都
道
府
県
に
提
出
す
る
源
泉
徴
収

票
・
支
払
調
書
・
報
告
書
な
ど
に
従
業
員
・

株
主
・
取
引
先
な
ど
の
個
人
番
号
・
法
人
番

号
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。つ
ま
り
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
対
応
を
し
な
く
て

よ
い
民
間
企
業
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
個
人
番
号
は
、住
民
票
が
あ
れ
ば
国
籍
や

年
齢
を
問
わ
ず
全
員
に
付
番
さ
れ
る
12
桁

の
数
字
で
あ
る
。平
成
27
年
10
月
に
、市
区

町
村
か
ら
、住
民
票
の
住
所
宛
て
に
、各
個

人
の「
通
知
カ
ー
ド
」が
郵
送
さ
れ
る
こ
と

で
通
知
さ
れ
る
。

　
個
人
番
号
を
そ
の
内
容
に
含
む
個
人
情

報
の
こ
と
を「
特
定
個
人
情
報
」と
い
う
。

例
え
ば
、従
業
員
の
氏
名
・
電
話
番
号
と

い
っ
た
情
報
に
個
人
番
号
が
加
わ
る
と「
特

定
個
人
情
報
」に
な
る（
個
人
情
報
＋
個
人

番
号
＝
特
定
個
人
情
報
）。

　
こ
の
個
人
番
号
と
特
定
個
人
情
報
は
、取

り
扱
い
に
つ
い
て
厳
し
い
規
制
が
存
在
す

る
。例
え
ば
、民
間
企
業
は
、原
則
と
し
て
行

政
機
関
な
ど
に
個
人
番
号
を
記
載
し
た
書

面
を
提
出
す
る
た
め
に
必
要
な
場
面
以
外

で
、個
人
番
号
を
利
用
す
る
と
違
法
と
な
る
。

　
ま
た
、行
政
機
関
な
ど
に
個
人
番
号
を
記

載
し
た
書
面
を
提
出
す
る
た
め
に
必
要
な

場
面
以
外
で
の
特
定
個
人
情
報
の
第
三
者

へ
の
提
供
、収
集
、保
管
も
全
て
違
法
で
あ

る
。特
定
個
人
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど

（「
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
」）も
、行
政
機

関
な
ど
に
個
人
番
号
を
記
載
し
た
書
面
を

提
出
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
て

作
成
す
る
と
違
法
と
な
る
。

　
さ
ら
に
、個
人
番
号
を
取
得
す
る
際
に

は
、必
ず「
本
人
確
認
」を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。具
体
的
に
は
、①
番
号
確
認（
番

号
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
否
か
の
確
認
）、

②
身
元（
実
在
）確
認（
提
供
し
て
い
る
人

間
が
な
り
す
ま
し
で
な
い
本
人
で
あ
る
こ

と
の
確
認
）が
必
要
と
な
る
。こ
の
本
人
確

認
の
実
務
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
が
、

民
間
企
業
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応

の
最
大
の
難
所
と
な
る
。

　
民
間
企
業
は
、平
成
28
年
１
月
か
ら
順

次
、行
政
機
関
な
ど
へ
提
出
す
る
書
類
に
個

人
番
号
・
法
人
番
号
を
記
載
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。こ
の
た
め
、今
年
中
に
、

取
り
扱
い
の
規
制
や
本
人
確
認
の
義
務
な

ど
を
前
提
と
し
た
①
個
人
番
号
の
収
集
、

②
保
管
、③
行
政
機
関
な
ど
へ
の
提
出
の

た
め
の
業
務
と
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。民
間
企
業
は
、

ま
さ
に
待
っ
た
な
し
の
対
応
を
迫
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、民
間
企
業
で
必
須
と
な
る
３
つ
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
へ
の
対
応（
①
個
人
番
号

の
収
集
、②
個
人
番
号
の
保
管
、③
帳
票
へ

の
記
入
と
行
政
機
関
な
ど
へ
の
提
出
）の

う
ち
、①
個
人
番
号
の
収
集
に
つ
い
て
詳
し

く
解
説
す
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
下
で
は
、社
会
保

障
と
税
に
関
す
る
書
類
に
個
人
番
号
を
記

載
す
る
必
要
が
あ
る

　
そ
の
た
め
、民
間
企
業
は
、源
泉
徴
収
票

な
ど
の
税
務
関
係
の
書
類
と
、社
会
保
険
関

係
の
書
類
に
、個
人
番
号
を
記
載
す
る
た
め

に
、従
業
員
と
そ
の
扶
養
親
族
な
ど
の
個
人

番
号
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、支

払
調
書
を
提
出
す
る
取
引
を
行
っ
て
い
る

取
引
先
と
株
主
か
ら
も
、個
人
番
号
を
収
集

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
個
人
番
号
の
提
供
を
受
け
る
際
に
は
、必

ず「
本
人
確
認
」を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。具
体
的
に
は
、本
人
か
ら
提
供
を
受
け

る
場
合
に
は
、①
番
号
確
認
と
②
身
元（
実

在
）確
認
が
必
要
と
な
る
。

　
「
番
号
確
認
」と
は
、番
号
が
間
違
っ
て
い

な
い
か
否
か
の
確
認
で
あ
り
、個
人
番
号

カ
ー
ド
、通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
住
民
票
で
行

う
の
が
原
則
で
あ
る
。「
身
元（
実
在
）確
認
」

と
は
、提
供
し
て
い
る
人
間
が
な
り
す
ま
し

で
な
い
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
あ
り
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
ま
た
は
旅

券
な
ど
の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書
で
行

う
の
が
原
則
で
あ
る（
こ
れ
ら
の
書
類
の
提

示
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
年
金
手
帳
や

健
康
保
険
証
な
ど
を
２
つ
組
み
合
わ
せ
て

確
認
す
る
）。

　
そ
の
た
め
、社
内
の
誰
が
、ど
の
よ
う
に
し

て
、従
業
員
、取
引
先
、株
主
な
ど
か
ら
通
知

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
の
提
示
を
受
け

る
の
か
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、代
理
人
か
ら
提
供
を
受
け
る
場
合

に
は
、①
代
理
権
の
確
認
、②
代
理
人
の
身

元（
実
在
）確
認
、③
本
人
の
番
号
確
認
が

必
要
と
な
る
。代
理
人
か
ら
提
供
を
受
け

る
場
合
の
典
型
的
な
例
は
、国
民
年
金
の
第

３
号
被
保
険
者
関
係
届
を
、従
業
員
を
通
じ

て
会
社
が
受
領
す
る
場
合
で
あ
る
。

　
な
お
、「
身
元（
実
在
）確
認
」（
運
転
免
許

証
・
旅
券
な
ど
の
確
認
）に
関
し
て
は
、①

企
業
が
書
類
に
氏
名
・
住
所
な
ど
を
あ
ら

か
じ
め
印
字
し
て
配
布
し
、そ
の
書
類
を
用

い
て
提
供
を
受
け
る
場
合
、②
入
社
時
に
、

運
転
免
許
証
や
旅
券
な
ど
で
本
人
確
認
し

て
い
る
企
業
に
お
い
て
、対
面
で
提
供
を
受

け
る
場
合
な
ど
、③
一
度
本
人
確
認
し
た
同

一
の
者
か
ら
継
続
し
て
個
人
番
号
の
提
供

を
受
け
る
場
合
で
、対
面
で
あ
る
場
合
な

ど
、に
つ
い
て
は
不
要
と
な
る
。

　
従
業
員
、取
引
先
、株
主
が
多
数
に
上
る

企
業
に
お
い
て
は
、本
人
確
認
の
事
務
負
担

が
非
常
に
重
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

本
人
確
認
に
つ
い
て
は
、前
述
の
方
法
以
外

の
多
様
な
例
外
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

自
社
に
と
っ
て
最
も
負
担
の
少
な
い
方
法

を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
続
い
て
、民
間
企
業
で
必
須
と
な
る
３
つ

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応（
①
個
人
番
号
の

収
集
、②
個
人
番
号
の
保
管
、③
帳
票
へ
の

記
入
と
行
政
機
関
な
ど
へ
の
提
出
）の
う

ち
、②
個
人
番
号
の
保
管（
安
全
管
理
措
置
）

に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
す
る
。

　
特
定
個
人
情
報（
個
人
番
号
が
含
ま
れ

た
個
人
情
報
）は
、個
人
番
号
を
記
載
し
た

書
面
を
行
政
機
関
に
提
出
す
る
場
合
な
ど

以
外
は
保
管
し
て
は
な
ら
な
い
。従
っ
て
、

書
面
を
提
出
す
る
事
務
を
行
う
必
要
が
な

く
な
っ
た
時
点
で
個
人
番
号
を
廃
棄
・
削

除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
の
よ
う
に

廃
棄
・
削
除
が
義
務
で
あ
る
点
が
、個
人
番

号
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。例
え
ば
、従
業

員
の
個
人
番
号
は
、退
職
後
、「
扶
養
控
除
等

（
異
動
）申
告
書
」の
法
定
保
存
期
間
で
あ

る
７
年
が
経
過
し
た
時
点
で
、廃
棄
・
削
除

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
個
人
情
報
保
護
法
は
、５
千
件
以
下
の
個

人
情
報
の
み
を
取
り
扱
う
企
業
に
は
適
用

が
な
か
っ
た
が
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
全
て

の
企
業
に
適
用
が
あ
る
。従
っ
て
、こ
れ
ま

で
個
人
情
報
保
護
法
が
定
め
る
安
全
管
理

措
置
な
ど
を
講
じ
て
こ
な
か
っ
た
中
小
企

業
に
お
い
て
も
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
た
め
、大
き
な
影
響
が
あ
る
。

　
た
だ
し
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
定
め
る
安
全
管
理
措
置
に
は
、「
中

小
規
模
事
業
者
」（
従
業
員
数
が
１
０
０
人

以
下
の
企
業
で
あ
っ
て
、委
託
を
受
け
て
い

る
企
業
や
金
融
分
野
の
企
業
な
ど
を
除
い

た
も
の
）に
対
す
る
軽
減
措
置
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。

　
ま
ず
、安
全
管
理
措
置
の
前
提
と
し
て
、

①
個
人
番
号
を
取
り
扱
う
事
務
の
範
囲
、②

特
定
個
人
情
報
な
ど
の
範
囲
、③
特
定
個
人

情
報
な
ど
を
取
り
扱
う
事
務
に
従
事
す
る

従
業
者（
事
務
取
扱
担
当
者
）を
明
確
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。例
え
ば
、①
は
源

泉
徴
収
票
を
取
り
扱
う
事
務
、②
は
従
業

員
・
扶
養
親
族
な
ど
の
氏
名
・
個
人
番
号
、

③
は
税
務
関
係
の
帳
票
を
取
り
扱
う
経
理

担
当
者
、と
明
確
に
す
る
こ
と
に
な
る
。そ

の
上
で
、基
本
方
針
を
策
定
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
一
般
の
企
業
に
お
い
て
は
取
扱
規
程
な

ど
の
策
定
が
義
務
と
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
に

対
し
、中
小
規
模
事
業
者
で
は
、そ
の
策
定

は
義
務
で
は
な
い
が
、①
特
定
個
人
情
報
な

ど
の
取
り
扱
い
な
ど
を
明
確
化
す
る
、②
事

務
取
扱
担
当
者
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
、確

実
な
引
き
継
ぎ
を
行
い
、責
任
あ
る
立
場
の

者
が
確
認
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
組
織
的
安
全
管
理
措
置
と
し
て
、一
般
の

民間企業で必須となる３つのマイナンバーへの対応

① 個人番号の収集（本人確認）
② 個人番号の保管
③ 帳票への個人番号の記入と行政機関などへの提出

マイナンバー運用スケジュール

番号通知 マイナンバーの運用開始

税務関係の帳票への番号記載
雇用保険の帳票への番号記載

政府機関の情報連携開始

健保・厚生年金の帳票への番号記載

平成27年
10月

平成28年
1月

平成29年
1月

本人から提供を受ける際の本人確認（原則）

個人番号カード
通知カード、住民票 運転免許証、旅券など

① 番号確認 ② 身元（実在）確認

代理人から提供を受ける際の本人確認（原則）

委任状（法定代理人の
場合は戸籍謄本など）

運転免許証、旅券など 個人番号カード、通知
カード、住民票

①代理権の確認 ③本人の番号確認②代理人の身元（実在）確認

安全管理措置の分類
基本方針の策定
取扱規程などの策定
組織的安全管理措置
人的安全管理措置
物理的安全管理措置
技術的安全管理措置

社
会
保
障
と

税
を
一つ
の
番
号
で
管
理

取
扱
い
に
は
厳
し
い
規
制
が

来
年
１
月
ス
タ
ー
ト
対
策
は

今
年
中
に

多
数
の
関
係
者
の

個
人
番
号
を
収
集

例
外
を
活
用
し
、負
担
を
少
な
く

廃
棄
・
削
除
が
義
務

中
小
企
業
も
対
象

担
当
者
を
明
確
化

対
応
急
げ
！

従業員
扶養親族
など

税

税

税

社会保険

源泉徴収票、扶養控除等（異動）
申告書

平成28年分の給与所得などから

雇用保険の書類 平成28年1月1日から
健康保険・厚生年金保険の書類 平成29年1月1日から
報酬、料金、契約金および賞金
の支払調書
不動産の使用料などの支払調書

平成28年分の支払いから

平成28年分の支払いから
（既存株主に3年間猶予）

取引先

株主 配当、剰余金の分配および基金
利息の支払調書

対象者 個人番号の記載が必要となる帳票の代表例 帳票への記載開始時期個人番号の記載が必要となる帳票の代表例 帳票への記載開始時期対象者

① 番号確認 ② 身元（実在）確認

①代理権の確認 ③本人の番号確認②代理人の身元（実在）確認



13 彦根商工会議所通信

「鉄女」、「歴女」、「仏女」…、若
い女性たちが萌える対象は、今
や刀剣に及んでいる。『刀剣乱
舞－ONLINE－』が話題とな
り、各地の博物館に赴く女性
ファンが急増しているのだ。
『刀剣乱舞』は、名刀を擬人化し
た「刀剣男士」を収集・強化、合
戦場の敵を討伐していく刀剣育
成シミュレーションゲームだ。
勿論、刀剣男士は美形。バーチ
ャルな世界とリアルが何処かで
繋がっていることが、ブームを
生む鍵なのかもしれない。
例えば、「東京国立博物館」（通
称・トーハク）の公式サイトで、
「2015年度トーハクで逢える名
刀」と題した投票企画が、2015
年6月8日（月）～7月20日（月）
に行われ、大阪歴史博物館で
は、2015年3月11日（水）～5
月11日（月）に短刀「乱藤四郎」
を特別公開し、若い女性を中心
に多くの人が訪れている。
『刀剣乱舞』にでてくる刀剣の、
現在の所在地や縁の地をまとめ
たwebもあり、刀剣・刀工ゆか
りの地の巡礼に一役かっている。
　彦根で、真っ先に思い浮かぶ
刀剣は、「虎徹」だろうか。虎徹
についてはいずれ記すとして、

今回は、天下三槍の一筋「日本
号」について紹介したい。ちな
みに、天下三槍とは、日本号・御
手杵・蜻蛉切。
彦根市甘呂町に「天九郎俊長
淬刃之水（てんくろうとしながさ
いとうのみず）」という石碑があ
る。「淬」の漢字は「淬（にら）ぐ」
とも読み「赤熱した鉄を水に入
れて鍛える。焼きを入れる」と
いう意味。井戸があり、今も渾々
と湧く清らかな水を「天の井」と
いう。由緒書きに「平安朝甘呂
創成時代より当地唯一の飲料
水として使い来たれる霊泉にて
甘呂井ともいう。後世俊長この
水をつかい槍をうち天下の名工
となり天九郎と名づく名工を産
みし水なれば天九郎の井とも稱
し今に保存されて居る」とある。
嘉元年間（1303～1305）に俊
長は生れ、貞治（1362～1367）
の末、60余歳で甘呂で没したと
伝えられている。鎌倉幕府が倒
れ、足利幕府が創設され、南北
両朝が対立抗争するなど国をあ
げて騒乱の只中にあった時代で
ある。
父友長は甘露寺の住僧だった、
京都の来（らい）国俊に作刀の
技を習い、甘呂に帰ってさらに

十五騎ともいう）に数えられ、君
主として仕えた黒田如才（如
水）・長政の父子が一目も二目
もおくほどの逸材だった。槍術
に優れた剛力の勇将であり酒豪
でもあったという。
「日本号」は「江州甘呂の住人
天九郎俊長が鍛えた名槍であ
る」と『彦根史話』には記されて
いる。根拠は記されていないが、
何かしらの確信めいたものがあ
ったに違いない。
天九郎は、甘呂神社に祈願をこ
め、奉賽の料として槍一身を献
納した。「江州甘呂住天九郎俊
長」の銘が刻まれており、現在
も神宝として秘蔵（非公開）さ
れている。
天九郎俊長……甘呂に天下の
名工がいたことは確かなようだ。
ちなみに、『刀剣乱舞』には、御
手杵・蜻蛉切は登場しているが
日本号はまだフィーチャーされ
ていない。
外国人の刀剣ファンを視野に入
れ何か企てるのも面白いかもし
れない。

参考 『名刀伝』牧秀彦著・株式会社新
紀元社／『日本刀物語』杉浦良幸著・
株式会社里文出版／『彦根史話・上』
宮田常蔵著・彦根史話刊行会／『甘呂
郷土誌』甘呂町老人クラブ著・株式会
社栄光出版社

H C C I .  p r e m i u m  s t o r y ④

江州甘呂 天九郎俊長と名槍日本号
精進し、名を知られるに至った。
俊長はこの父に技術を習い、名
匠とたたえられた相州正宗の養
子高木貞宗について道を究めて
甘呂に帰り、作刀を続けた。俊
長は特に槍の名工とたたえられ、
『古今銘尽大全』には、「甘露物」
として記録されている。
福岡市博物館所蔵の「日本号」
は、刃長二尺六寸一分五厘（約
79センチ）、平三角形の大身槍
（おおみやり）で、二尺六分五厘
（約61・95センチ）の茎（なかご）。
「茎」は刀剣の唯一素手で触れ
ることのできる部分で、通常は
柄に被われている。茎に銘は無
い。
この槍は、天皇家が所蔵した一
筋で、正親町天皇から足利義昭
へ下賜され、織田信長の手に渡
り、豊臣秀吉が所有し、天正18
年（1590）、小田原の役の韮山
城攻めで功績のあった福島正則
に褒美としてこの槍を与えた。
そして、日本号は「酒は呑め呑
め呑むならば/日本（ひのもと）
一のこの槍を/呑みとるほどに
呑むならば……」と詠われるご
とく、黒田武士・母里友信（通
称・太兵衛）が呑取る。
母里太兵衛は黒田二十四騎（二

企
業
に
お
い
て
は
、シ
ス
テ
ム
ロ
グ
ま
た
は

利
用
実
績
の
記
録
や
、特
定
個
人
情
報
フ
ァ

イ
ル
の
取
り
扱
い
状
況
を
確
認
す
る
た
め

の
手
段
の
整
備
な
ど
が
義
務
化
さ
れ
て
い

る
。こ
れ
に
対
し
、中
小
規
模
事
業
者
で
は
、

①
特
定
個
人
情
報
な
ど
の
取
り
扱
い
状
況

の
分
か
る
記
録
を
保
存
す
る
、②
情
報
漏

え
い
な
ど
の
事
案
の
発
生
な
ど
に
備
え
、従

業
者
か
ら
責
任
あ
る
立
場
の
者
に
対
す
る

報
告
連
絡
体
制
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
確
認

し
て
お
く
、③
責
任
あ
る
立
場
の
者
が
、特

定
個
人
情
報
な
ど
の
取
り
扱
い
状
況
に
つ

い
て
、定
期
的
に
点
検
を
行
う
こ
と
な
ど
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、人
的
安
全
管
理
措
置
と
し
て
、事

務
取
扱
担
当
者
の
監
督
お
よ
び
教
育
が
必

要
で
あ
る
。

　
物
理
的
安
全
管
理
措
置
と
し
て
は
、さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。典
型

的
な
例
と
し
て
は
、特
定
個
人
情
報
が
保
存

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
が
盗
難
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

管
理
を
厳
重
に
し
た
上
で
、帳
票
を
取
り
扱

う
担
当
者
以
外
の
従
業
員
が
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
よ
う
オ
フ
ィ
ス
の
座
席
の
配
置

な
ど
を
工
夫
し
て
間
仕
切
り
を
設
置
し
た

り
、オ
フ
ィ
ス
か
ら
帳
票
を
持
ち
出
す
際
に

は
封
筒
や
鞄
に
入
れ
る
こ
と
な
ど
が
求
め

ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
技
術
的
安
全
管
理
措
置
と
し
て
、

情
報
が
漏
え
い
な
ど
し
な
い
よ
う
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
的
な
措
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

中
小
規
模
事
業
者
に
お
い
て
は
、特
定
個
人

情
報
を
取
り
扱
う
Ｐ
Ｃ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
し
な
い
か
、フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー

ル
機
能
の
あ
る
ル
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
な

ど
し
て
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
防
止
す

る
こ
と
が
、最
低
限
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
平
成
27
年
10
月
の
番
号
通
知
以
降
、個

人
番
号
を
収
集
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。従
っ
て
、企
業
は
、９
月
末
ま
で
に
個

人
番
号
を
受
け
入
れ
る
準
備
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

　
例
え
ば
、誰
か
ら
、い
つ
、ど
の
よ
う
に
個

人
番
号
を
収
集
す
る
の
か
、ま
た
、収
集
し

た
個
人
番
号
を
ど
の
よ
う
に
保
管
す
る
の

か
な
ど
を
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
多
く
の
企
業
に
と
っ
て
、取
り
扱
う
量
が

多
い
個
人
番
号
は
、従
業
員
お
よ
び
そ
の
扶

養
親
族
な
ど
の
個
人
番
号
と
な
る
。こ
の

個
人
番
号
は
ど
の
よ
う
に
収
集
す
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　
平
成
27
年
11
月
ご
ろ
か
ら
翌
年
１
月
に

か
け
て
の
年
末
調
整
時
に
、「
平
成
28
年
分

給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等（
異
動
）申
告

書
」を
従
業
員
が
会
社
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
る
。同
申
告
書
に
は
、従
業
員
お
よ
び

扶
養
親
族
な
ど
の
個
人
番

号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か

ら
、こ
れ
を
も
っ
て
個
人
番

号
を
収
集
す
る
こ
と
が
簡

便
か
つ
確
実
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
「
扶
養
控
除
等（
異
動
）申

告
書
」の
提
出
を
受
け
る
際

に
は
、従
業
員
本
人
の
本
人

確
認
が
必
要
と
な
る
が
、扶

養
親
族
な
ど
の
本
人
確
認

は
不
要
で
あ
る
。こ
の
点

に
お
い
て
も
、同
申
告
書
の

提
出
を
も
っ
て
個
人
番
号

の
収
集
を
す
る
こ
と
に
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
従
っ
て
、「
扶
養
控
除
等

（
異
動
）申
告
書
」に
よ
っ
て

個
人
番
号
を
収
集
す
る
際
に
、そ
の
個
人
番

号
を
社
会
保
険
の
届
出
事
務
な
ど
で
も
利

用
す
る
た
め
に
、利
用
目
的
の
通
知
な
ど
を

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　　　
取
引
先
お
よ
び
株
主
か
ら
は
、個
別
に
個

人
番
号
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
取
引
先（
講
演
を
依
頼
す
る
専
門
家
や

不
動
産
の
オ
ー
ナ
ー
な
ど
）に
つ
い
て
は
、

担
当
者
が
訪
問
し
て
対
面
で
提
供
を
受
け

る
か
、郵
送
で
や
り
と
り
す
る
な
ど
し
て
、

個
人
番
号
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
株
主
に
つ
い
て
も
、個
別
に
収
集
す
る

か
、株
主
総
会
の
招
集
通
知
の
中
に
個
人

番
号
の
提
供
お
よ
び
本
人
確
認
書
類
の
同

封
を
依
頼
す
る
書
面
を
同
封
し
、返
信
す

る
よ
う
求
め
る
な
ど
し
て
収
集
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
特
定
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
を
第
三
者

に
委
託
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。企
業

は
、こ
の
委
託
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
へ
の
対
応
を
大
幅
に
軽

減
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
例
え
ば
、個
人
番
号
の
保
管
に
関
し
て
は

厳
し
い
規
制
が
あ
る
が
、こ
れ
を
回
避
す
る

有
力
な
手
段
と
し
て
、会
計
事
務
所
や
社
会

保
険
労
務
士
事
務
所
な
ど
に
特
定
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
を
全
面
的
に
委
託
し
た
り
、

ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
な
ど

し
て
、会
社
と
し
て
特
定
個
人
情
報
を
保
管

し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
す
れ
ば
、自
ら
が
特
定
個
人
情
報
を

保
管
す
る
た
め
の
安
全
管
理
措
置
は
必
要

な
く
な
り
、委
託
者
と
し
て
の
監
督
義
務
、

す
な
わ
ち
、①
特
定
個
人
情
報
を
適
切
に

取
り
扱
い
、そ
の
取
り
扱
い
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
業
者
・
サ
ー
ビ
ス
を
選

定
し
、②
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
た
契

約
を
締
結
す
る
な
ど
す
れ
ば
、会
社
と
し
て

の
義
務
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、個
人
番
号
の
収
集
に
つ
い
て
も

同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。会
計
事
務
所
や

社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
な
ど
に
個
人
番

号
の
収
集
を
委
託
し
た
り
、本
人
確
認
書
類

（
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
な
ど
）の
画

像
フ
ァ
イ
ル
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
せ
て
電

子
的
に
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
ク
ラ
ウ

ド
・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、個
人
番
号

収
集
の
際
の
本
人
確
認
の
事
務
負
担
を
大

幅
に
軽
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
　

 

牛
島
総
合
法
律
事
務
所　
弁
護
士
・
影
島
広
泰

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も

従
業
員
分
は
年
末
調
整
で

取
引
先
や

株
主
は
個
別
の
対
応

委
託
を
活
用
し
、

事
務
処
理
負
担
軽
減

▶天九郎俊長淬刀之水

不易流行 12

雇用保険の帳票
健保・厚生
年金の帳票

個人番号通知

平成27年　10月 平成28年 平成29年

従業員・配偶者・
扶養親族の個人
番号が一気に収
集できる

「扶養控除等（異動）
申告書」で収集した
個人番号を、社会保
険でも利用できる
（利用目的の特定と
通知などが必要）

H28扶養控除等
（異動）申告書

H28源泉徴収票
（中途退職者）

H28源泉徴収票
（年末調整）

遅くとも平成28年
の年末調整ころ
までに個人番号
をデータ化

個人番号カード交付

今年の年末調整
では個人番号カ
ードは無い
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▶井伊直通画像（彦根 清凉寺所蔵）▶井伊直恒画像（彦根 清凉寺所蔵）

　　
井
伊
直
通
は
、元
禄
二
年（
一
六
八
九
）、

井
伊
家
四
代
当
主
・
直
興
の
八
男
と
し
て

江
戸
で
生
ま
れ
ま
し
た
。幼
名
は
亀
十
郎
で
、

の
ち
兵
助（
介
）と
改
め
ま
し
た
。

　
元
禄
十
四
年
三
月
五
日
、直
興（
の
ち
直

治
、直
該
と
改
名
）が
四
十
六
才
で
病
気
を

理
由
に
隠
居
し
ま
す
。兄
達
は
す
で
に
夭

折
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、八
男
の
直
通
が
十

三
才
の
若
さ
で
井
伊
家
の
家
督
を
相
続
し

ま
す
。直
通
は
二
十
代
に
な
る
と
、宝
永
六

年（
一
七
〇
九
）五
〜
六
月
に
は
京
都
上
使

役
、翌
宝
永
七
年
三
月
に
は
日
光
名
代
と
、

井
伊
家
が
行
っ
て
き
た
幕
府
の
重
要
な
職

務
を
立
て
続
け
に
勤
め
ま
し
た
。し
か
し

若
年
ゆ
え
か
、彦
根
へ
の
帰
国
は
、京
都
城

使
役
の
際
に
一
時
的
に
立
ち
寄
っ
た
以
外

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
宝
永
七
年
六
月
、初
め
て
藩
主
と
し
て
正

式
に
彦
根
へ
国
入
り
し
た
も
の
の
、七
月
二

十
五
日
、彦
根
で
死
去
し
て
し
ま
い
ま
す
。

藩
主
と
し
て
は
約
九
年
の
在
職
で
し
た
が
、

死
去
時
二
十
二
才
の
若
さ
で
し
た
。死
後
、

井
伊
家
菩
提
寺
の
清
凉
寺（
現
彦
根
市
）に

葬
ら
れ
ま
し
た
。

　　
井
伊
直
恒
は
、元
禄
六
年
、直
興
の
十
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。幼
名
は
松
之
助
・

安
之
助（
介
）と
名
乗
っ
て
い
ま
す
。ま
た

詳
細
は
不
明
で
す
が
、四
才
の
頃
か
ら
一
時

期
、家
老
・
木
俣
家
の
苗
字
を
名
乗
っ
て
い

ま
し
た
。

　
宝
永
七
年
七
月
、彦
根
で
病
気
と
な
っ
た

五
代
当
主
・
直
通
は
、以
前
よ
り
仮
の
養
子

と
し
て
い
た
直
恒
を
養
子
と
す
る
よ
う
、幕

府
へ
願
い
出
て
い
ま
す
。そ
の
後
、直
通
が

国
元
で
死
去
し
た
こ
と
で
、閏
八
月
十
二
日
、

直
恒
が
十
八
才
で
家
督
を
相
続
し
ま
し
た
。

し
か
し
、九
月
頃
に
は
病
気
で
体
調
が
勝
れ

な
か
っ
た
よ
う
で
、十
月
四
日
、井
伊
家
当

主
と
な
っ
て
五
十
日
足
ら
ず
で
死
去
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。享
年
十
八
。死
後
、江
戸

の
菩
提
寺
で
あ
る
豪
徳
寺（
現
東
京
都
世

田
谷
区
）に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

　
宝
永
七
年
十
月
、直
恒
が
死
去
し
た
こ
と

に
よ
り
、隠
居
し
彦
根
に
戻
っ
て
い
た
直
興

は
江
戸
へ
の
参
府
を
幕
府
よ
り
命
じ
ら
れ

ま
す
。

　
同
年
十
一
月
十
三
日
、江
戸
で
幕
府
か
ら

次
の
通
り
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、

井
伊
家
は
代
々
徳
川
家
へ
格
別
の
奉
公
を

勤
め
て
き
た
の
で
、子
ど
も
達
の
内
誰
か
が

成
長
し
、井
伊
家
を
相
続
し
奉
公
で
き
る
よ

う
に
な
る
ま
で
は
、隠
居
し
て
い
た
直
興
が

束
髪
し
、井
伊
家
当
主
と
し
て
勤
め
る
よ
う

に
、と
の
内
容
で
し
た
。

　
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、井
伊
家

と
し
て
の
役
目
は
、先
述
し
た
京
都
上
使
役
、

日
光
名
代
役
、そ
し
て
大
老
と
し
て
幕
府
を

支
え
る
な
ど
、他
大
名
家
と
は
異
な
る
も
の

で
あ
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
、前
年
の
宝
永
六
年
五
月

に
徳
川
家
宣
が
六
代
将
軍
に
就
任
し
て
い
た

こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。井
伊
家
を
継

ぐ
可
能
性
の
あ
っ
た
直
惟
は
当
時
十
一
才
で

あ
り
、徳
川
家
を
支
え
る
井
伊
家
の
当
主
が

幼
年
で
は
、就
任
間
も
な
い
将
軍
を
支
え
る

の
に
は
力
不
足
で
あ
る
と
の
判
断
が
幕
府
側

に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
相
次
ぐ
当
主
の
死
去
で
、井
伊
家
に
若
年

の
相
続
者
し
か
居
な
い
状
況
に
対
し
、隠
居

し
た
当
主
の
再
登
板
と
い
う
異
例
の
対
応

が
と
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
直
興
は
、

五
十
五
才
で
当
主
と
し
て
再
び
勤
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。た
だ
し
こ
の
時
、直
興

は
病
身
で
あ
る
の
で
、幕
府
へ
の
公
務
に
つ

い
て
は
免
除
し
、体
の
状
態
が
良
い
と
き
は

出
仕
を
す
る
よ
う
、幕
府
よ
り
配
慮
が
加
え

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、足
腰
が
不
自
由
と

な
っ
て
い
た
た
め
か
、江
戸
城
中
で
の
杖
の

使
用
も
許
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
正
徳
四
年（
一
七
一
四
）二
月
、直
興
は

約
八
年
の
当
主
再
勤
期
間
を
経
て
、再
び
隠

居
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
先
述
し
た
よ
う
に
直
興
は
、井
伊
家
の
家

督
を
継
い
だ
二
人
の
息
子（
直
通
、直
恒
）

に
先
立
た
れ
、当
主
に
復
帰
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
苦
い
経
験
が
あ
っ
て
か
、直
興
は
家
督

相
続
に
一
計
を
講
じ
、三
人
の
息
子（
直
興

十
一
男
の
直
矩
、十
三
男
の
直
惟
、十
四
男

の
直
定
）に
井
伊
家
の
将
来
を
託
し
ま
す
。

　
直
矩
は
宝
永
二
年
に
分
家
筋
に
当
た
る

五
代 
井
伊 

直
通 

（
一
六
八
九
〜
一
七
一
〇
）

六
代 
井
伊 

直
恒 

（
一
六
九
三
〜
一
七
一
〇
）

彦根城博物館連載年　代

井
伊
家
十
四
代
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元禄 2 年（1689） 直通、直興息男として誕生（１才）
元禄 6 年（1693） 直恒、直興息男として誕生（１才）
元禄11年（1698） 直通、彦根藩世子となる（10才）

直興、隠居（46才）
直通、家督相続（13才）

宝永 6 年（1709） ５～６月 直通、京都上使役を勤める（21才）
直通、日光名代を勤める（22才）
直通、彦根で死去

閏８月 直恒、家督相続
10月 直恒、江戸で死去
11月 直興、再勤（55才）

正徳元年（1711） ２月
２月

７月
３月

３月
３月
５月
３月
８月

直興、大老職（56才）
正徳 4 年（1714） 直興、再隠居（59才）

井伊直通・直恒・直興（再勤）年表

宝永 7 年（1710）

元禄14年（1701）

できごと

越
後
国
与
板
藩
井
伊
家
を
継
い
で
お
り
、彦

根
藩
井
伊
家
の
家
督
は
直
惟（
七
代
）へ
譲

る
事
と
な
り
ま
し
た
。そ
れ
と
同
時
に
、彦

根
藩
か
ら
一
万
石
を
分
知
し
、直
定
を
初
代

藩
主
と
す
る
彦
根
新
田
藩
を
創
設
し
て
い

ま
す
。こ
れ
に
は
、分
家
創
設
に
よ
り
当
主

候
補
を
増
や
し
、血
統
の
断
絶
を
避
け
る
狙

い
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
正
徳
四
年
三
月
二
十
九
日
、彦
根
新
田
藩

を
創
設
す
る
に
当
た
り
、直
興
が
直
定
へ
宛

て
た
証
文
が
あ
り
ま
す
。こ
の
中
で
直
興
は
、

三
人
の
兄
弟（
与
板
藩
主
・
直
矩
、彦
根
藩

主
・
直
惟
、彦
根
新
田
藩
主
・
直
定
）の
間

で
は
、分
家（
与
板・彦
根
新
田
）は
本
家（
彦

根
）を
立
て
、兄
弟
仲
良
く
礼
儀
を
守
り
、

将
軍
家
へ
忠
義
を
尽
く
す
よ
う
、直
定
へ
命

じ
て
い
ま
す
。

　
正
徳
四
年
当
時
、五
十
九
才
の
直
興
に
対

し
、直
矩
二
十
一
才
・
直
惟
十
五
才
・
直
定

十
三
才
と
、息
子
達
は
い
ま
だ
若
年
で
し
た
。

兄
弟
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、不
安
定
化

し
て
い
た
井
伊
家
の
家
督
相
続
を
何
と
か

し
て
安
定
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
直
興
の
願

い
は
、井
伊
家
七
代
以
降
へ
と
引
き
継
が
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
芸
員 

青
木
俊
郎
）

な
お
み
ち

な
お
お
き

な
お

な
お
つ
ね

は
る

な
お
も
りい

え
の
ぶ

そ
く
は
つ

な
お
の
ぶ

し
ょ
う
と
く

な
お
の
り

な
お
さ
だ

よ 

い
た

ぶ
ん 

ち

あ

よ
う

せ
つ

井
伊
直
恒
の
相
続
と
急
逝

四
代
直
興
の
再
勤

直
興
の
井
伊
家
存
続
戦
略

井
伊
直
通
の

家
督
相
続
と
死
去

　井伊家歴代当主は、藩主としての教養として、能や茶の湯、漢詩、武
芸などを嗜んでいたと考えられますが、当主の趣味趣向や時代の流
行などもあり、意欲的に取り組んだことはそれぞれです。例えば、11
代直中は能や馬術、蹴鞠、12代直亮は雅楽や馬術、弓術、13代直弼は
茶の湯や和歌といった具合です。ただ、当主全員について明らかに
なっているわけではありません。古文書等、資料の残り具合に差があ
るためです。
　井伊家６代の直恒（1693～1710）は、数え年18歳で当主となり、
そのわずか２ヶ月後に没しているため、資料もかなり限られているわ
けですが、幸いにも、その限られた資料の中でも嗜好の一端が判明し
ます。
　資料の１つは、井伊家歴代の菩提寺である清凉寺に伝来した直恒の
肖像画です。これは、没後100年を経た文化６年（1809）に作成され
たもので、当時の清凉寺の住職である漢三道一が賛文を記していま

す。その中に、「頗嗜丹青」とあり
ます。直恒は、丹青すなわち画を
大変よく嗜んだ、と言うのです。
　それを裏付けるかのように、同
じく清凉寺伝来品の中に、直恒
自身が描いた掛軸があります。
長寿をつかさどる寿老人の画で、
衣の輪郭線は、太さに変化をつ
けた肥痩線を用い、薄く差した
絵具も濃淡を自然にあらわすな
ど、中々の腕前です。ゆったりと
した柔らかい線と色彩、優しげ
な寿老人の表情に、霧の中にあ
る作者の直恒を見出したくなっ
てしまいます。
　  　　　　　（学芸員 髙木文恵）

寿老人図 ～直恒の生きた証～

なおなか なおすけなおあきけ  まり

なおつね

かんざんどういつ

せいりょうじ

ひ  そう

▶寿老人図 井伊直恒筆 （彦根 清凉寺蔵）

すこぶるたんせいをたしなむ



不易流行 1819 彦根商工会議所通信

●

■問い合わせ先　近畿経済産業局産業部 創業・経営支援課
　　　　　　　　TEL.06-6966-6014

　本補助事業は、産業競争力強化法に基づき、国からの認定を受
けた創業支援事業計画に従って、市区町村と連携した民間事業
者等が行う、創業支援の取組に要する経費の一部を補助するこ
とにより、新たな雇用の創出等を促し、我が国経済を活性化させ
ることを目的としています。
　第１回から第５回までの認定自治体に加え、現在、第６回認定
に向け、素案提出をいただいている自治体も対象となります。
　ただし、既に創業支援事業者補助金第１回公募（H26補正）で
採択された認定計画による申請は対象外です。

　平成16年11月に地方自治法施行令の一部が改正され、「新商
品の生産により新たな事業分野の開拓を図る者」として知事の
認定を受けたベンチャー・中小企業等が、新商品として生産する
物品については、一定の手続きのもと、随意契約ができるとの規
定が追加されました。
　滋賀県では、平成17年に、新事業分野の開拓に取り組む県内
ベンチャー・中小企業の方を「新商品の生産により新たな事業分
野の開拓を図る者」として認定し、県内産業の活性化を図るた
め、「滋賀県新商品の生産による新事業分野開拓者認定制度（滋
賀県新商品パイオニア認定制度）」を創設し、以後、認定を行って
います。

創業支援事業者補助金 第２回募集

● セキュリティ・個人情報保護も万全です。  ● コミュニティは、実名登録で安全です。

ミラサポ 検索

中小企業・小規模事業
者の

未来（ビジネス）をサ
ポートするサイト!!

   おすすめコンテンツ
ミラサポの会員登録をすると、
● あなたのビジネス創造の手助けをする、「ミラサポコミュニティ」（ビジネス向
けSNS）や「ビジネスサポートツール」（ビジネス向けアプリ）を無料で利用する
ことができます。
● あなたにぴったりの専門家や支援機関、補助金が選べ、無料で「専門家の派
遣申請」や「補助金の電子エントリー」ができます。

   施策情報
国や公的機関などの施策情報をテーマ別・施策別に見つけることができます。
それぞれのテーマ・施策ごとに、

 ❶ 情報を知る  ❷ 専門家に相談する  ❸ お役立ちツールを使う  ❹ データを

見る・調べる　といった、４つの機能別に情報を探せます。

   ミラサポコミュニティ
同じような悩みを持つ経営者やその分野の専門家が、地域ごと、または、テー

マごとのコミュニティで、あなたの参加をお待ちしています。参加するもよし、

見るだけでもよし、たくさんのビジネスの種があります。

■公募期間　７月31日（金）から８月28日（金）※予定
■事業期間　交付決定後から１月20日（水）までを予定
■採択発表　10月上旬
■参考ＨＰ（過去募集内容）
http://www.smrj.go.jp/keiei/sogyoshiensha/087477.html
※詳細は後日、アップされる予定

滋賀県新商品パイオニア認定制度

■ 問い合わせ先
滋賀県商工観光労働部中小企業支援課 活性化推進係（担当：澤村）
〒520-8577 滋賀県大津市京町４-１-１ 滋賀県庁東館３階
TEL.077-528-3733／FAX.077-528-4871
メール：fb00@pref.shiga.lg.jp

■ 認定による効果
本制度の認定を受けると、「新商品生産による新事業分野開拓者」と
して、生産する新商品とともに県ホームページ等で公表され、PR効
果が期待できます。また、県で当該新商品を購入する際、通常の入札
制度によらない随意契約による購入が可能となります。

■ 対象となる方
次のいずれにも該当する方を対象とします。
１．県内に主たる事業所（会社の場合は本店として登記された事務所を
いう）を有する中小企業、企業組合、協同組合等の方（中小企業の新たな
事業活動の促進に関する法律第２条第１項に規定する者）
２．新商品の生産により新たな事業分野の開拓を実施しようとする方

■ 募集期間　募集中～９月18日まで

8 月 イ ベ ン ト ガ イ ド

10：30～11：00／13：30～14：00  彦根城本丸（天守前）
15：00～15：30  彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

8月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

ニーマスタードチキン グリルで焼い
た野菜添え・ヨーグルトプリン いちご
のソース・森のミルクスープ・飲み物

FAXまたはＨＰよりお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
       showroom/dilipa_hikone

親子で楽しい♪
おやつ時間
▶8／25（火）14：45～16：15
〈申込締切日：8／11（火）〉
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
▶参加費：1組2名1,000円、1組3名
1,500円（親子）※５歳以上のお
　子様対象
▶定員：12名 （応募多数の場合抽選）
メニュー：カラフルカップケーキ・ライ
オンさんゼリー・飲み物
FAXまたはＨＰよりお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
       showroom/dilipa_hikone

玄宮園で
虫の音を聞く会
▶9／19（土）～10／4（日）
18：30～21：00（入場は20：30まで）
▶彦根城内玄宮園
▶入場料▶入場料▶ ：
　大人500円、小中学生200円
ライトアップされた幻想的な園内で国
宝の天守を仰ぎながら、『日本の音風
景百選』に選ばれている虫の音色と秋
の風情をお楽しみください。

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com/

彦根城ライトアップ
ひこね夢灯路
▶9／19（土）～11／29（日）
18：00～21：00

　（17時以降は城内への入場不可）
▶彦根城界隈
夜の静寂のなかに浮かび上がる彦根城
天守や内堀の石垣、佐和口多聞櫓など

テーマ展
「井伊直弼のことば
 ～手紙にあらわれた人柄～手紙にあらわれた人柄～手紙にあらわれた人 」
▶開催中!～８／18（火）
8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
彦根藩主として、また大老として活躍した
井伊直弼は、幕末の政治情勢や日々の暮ら
しについて、自らの考えをつづっています。
本展では、手紙や意見書に残された彼自身
のことばから、直弼の人柄を探ります。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

特別展示
「いいね！井伊直弼展」
▶開催中!～９／27（日）
8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城 天秤櫓
井伊直弼公の生い立ちから成長、そして
立身出世までの”物語”をわかりやすく紹
介した特別展を開催。ゆかりの名所案内
や年表のパネル展示のほか、『茶歌凡先
生３Dシアター』の上映やお茶室の再現
など、「開国の父」と称された直弼公の素
顔の魅力を知ることができます。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

企画展
「忠義の人 遠城謙道
～主君直弼への思いと禅画主君直弼への思いと禅画主君直弼への思いと禅 ～画～画 」
▶8／21（金）～9／15（火）
8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
彦根藩足軽の遠城謙道は、井伊直弼が
倒れた桜田事変後の幕府の対応に憤り、
上訴を試みるも果たせず、出家して37年
の長きにわたって直弼の墓を守り続けま
した。本展では、彼の生涯と数多く描いた
画賛を紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

花しょうぶ通り
ナイトバザール
▶8／8／8 8（土）／8（土）／ （雨天決行）17：00～
▶花しょうぶ通り商店街
”１００円で買える幸せ”
恒例のナイトバザール 

花しょうぶ通り商店街(振）
TEL.22-1026 (いと半老舗）

ディリパ彦根
フリーマーケット
▶8／9（日）9：30～15：0０
▶大阪ガスショールーム
　ディリパ彦根館内
第12回フリーマーケットがディリパ彦根
で開催されます。館内での開催ですの
で、雨天でも安心してご来館ください。
ガスコンロで炊いた美味しいご飯のご
試食会も同時開催！

大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
       showroom/dilipa_hikone

ひこねで朝市
▶8／16（日）８：００～１２：００ 
▶極楽湯駐車場付近
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

親子でルンルン
くまさんお散歩ランチ
▶8／25（火）10：30～12：45
〈申込締切日：8／11（火）〉
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
▶参加費：1組2名1,000円、1組3名
1,500円（親子）※小学生以上の
　お子様対象
▶定員：12名 （応募多数の場合抽選）
メニュー：くまさんライスコロッケ・ハ

の歴史的景観を、芸術的な空間に創造
する。紅葉と共に、浮かび上がる昼とは
違う彦根城の魅力をお楽しみあれ。

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com/

彦根ゆかりの
アーティストシリーズⅡ
ワンコインコンサート
シベリウス生誕150周年
▶９／22（火・祝）
開場13：30 開演14：00
▶ひこね市文化プラザエコーホール
▶料金（全席自由/税込）
一般 500円
高齢者・障がい者・学生450円

　※未就学児入場可
▶チケット発売中！
彦根ゆかりのアーティストシリーズ第２弾！
出演：高岸卓人（ヴァイオリン）、水野彰子（ピアノ）
演奏曲目（予定）：モーツァルト/ヴァイオ
リン・ソナタ ト長調K.301、シベリウス/
「5つの小品」Op.81 ほか

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp

第49回 彦根城能
▶９／22（火・祝） 開演15：30
▶彦根城博物館能舞台
▶料金（全席指定/税込）
A席A席A 5,500円・B席5,000円

　※未就学児入場不可
▶チケット発売 8／22（土）
窓口販売窓口販売窓口販 9：00～ 電話販売電話販売電話販 10：００～

喜多流素謡「筑摩江」  高林白牛口二
大蔵流狂言「鬼ヶ宿」  茂山千五郎
喜多流　能「竹生島」  女体 粟谷 能夫

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

文化を受け継ぐ、
　　　いつの世にも

2015年

彦根市西今町933番地
TEL.0749-27-0050

東近江市中野町268番地
TEL.0748-20-0050

近江八幡西庄町985番地
TEL.0748-32-0050

彦根市西今町939番地
TEL.0749-22-5000

彦根市西沼波町191番地 TEL.0749-24-9500犬上郡多賀町多賀（近江鉄道 多賀大社前駅すぐ）

安 心 と 信 頼 の ネ ッ ト ワ ー ク

2016年春オープン！ ８月オープン!

メモリアルプラザ

多　　賀

有効期限2015年8月31日まで

有効期限2015年8月31日まで 有効期限2015年8月31日まで有効期限2015年8月31日まで

有効期限2015年8月31日まで有効期限2015年8月31日まで

多幸屋

うなぎや源内
お食事の方 デザートサービス

お1人様１枚のご利用と

させていただきます

彦根市本町２-１-６／tel.0749‐27‐5025 /火曜日定休
営業時間 11：00～14：30／17：00～20：00（L.O.）

炭火焼き国産
うなぎ専門店 

●うなぎ丼 1,900円～ ●ひつまぶし2,800円～

琵琶湖を眺めながら、
手作りの温かみあふれる
和風料理を。
つるつるっとした喉越し
の良いうどんと
上品な味わいの甘味を
お愉しみください。

着物屋EIZIはAge（世代、時代）を
考えています。
親から子へ、孫へと何世代（All 
Age）も受け継ぐことができ、小
物を変えれば全ての世代の方が
それぞれの感性でおしゃれに着
ることができる、着物という文化
を「着物屋EIZI」で感じていただ
けるのではないかと思います。

▶浜弁当1,050円（税込・15時までの限定商品です）

▶蛸冷麺 ▶たこ焼きネギトッピング 330円

●  つるつる弁当  1,580円（税込）
●  にしんそば　  1,130円（税込）
●  胡麻プリン300円（税込）
●  わらび餅　400円（税込）

彦根市松原町1250-5
tel.0749-47-5588
営業時間11:00～21:00
送迎を承ります。
月曜日定休
※祝日の場合は営業。
　翌平日が定休日となります

彦根市大東町2-28
　アルプラザ彦根6階
tel.0120-887-333
営業時間10：00～18：00
http://eizi.jp/
定休日　日曜日・月曜日

お食事処

飲食代
５%OFF他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

お食事処
お一人様、１会計につき１枚のみ有効

※ お一人様につき、
　１枚限り有効

「シューアイス」プレゼント

スリールパティシエオガワ

彦根市後三条町265-1
TEL.0749-24-2422
営業時間 10：00～19：00 
定休日  火曜日

夏のおすすめはメロン半玉を贅
沢に使用し、生クリームやスポン
ジでアレンジしたご褒美スイーツ
「王様のメロン」 １個 2,160円
「彦根コロン」 各種194円
「ピーチ姫」 496円
「後三条プディング」 248円 
夏ぴったりの「オレンジジュレ」356円

彦根市京町2丁目3-1／tel.0749-24-3321／駐車場 有
営業時間 １１：００～２２：００／定休日 第２木曜日（8月のみ第1木曜日）

毎日市場から仕入れた新鮮な生蛸を、
店で湯がき、茹でたて蛸をぜいたくにも
たこ焼きに使用！ 昆布とかつお節で丁寧
に取っただしをふんだんに使い、蛸の味
そのものを味わえる、とことん蛸にこだ
わり抜いた、たこ焼き・蛸料理店です！

●たこ焼き    ５個入り 280円
　　　　　    ７個入り 380円
●１代目スペシャル焼き
　　 　　　  12個入り 880円
●２代目スペシャル焼き
　　 　　　  13個入り 930円
●期間限定！蛸冷麺（8/31まで）
　おにぎりor蛸奴つき 480円

※１枚１名様までご利用可。他券・他サービスとの併用不可。

300円以上の購入で
「ちびたこせん」１個プレゼント

M
A
P

・ご婚礼衣装一式 ・趣味着物
・和装小物　等

着物丸洗い　3,800円 → 3,000円
着物屋  栄 時

多 幸 屋

※シュー皮がなくなった場合は
　彦根コロンプレゼント
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